
広告

ここが霧島黒づくし発祥の店

有限会社わきもと　
〒899-6603 鹿児島県霧島市牧園町高千穂霧島温泉郷丸尾
☎ 0995-78-2406 http://www.wakimoto2005.com/

すべてが霧島。

黒豚・黒牛を黒酢タレで食し、黒麹の焼酎で流し込み、黒砂糖のデザートでしめる

ランチメニュー	（地野菜サラダバー付）	 ￥800〜
セットメニュー	（地野菜サラダバー付）	￥2,100〜
石焼きビビンバ	（スープ＆キムチ付）	 ￥900	〜
黒豚しゃぶしゃぶ	 ￥2,500	
宴会コース（40名様まで）　お１人様	 ￥2,500 〜

「すべてが霧島」をコンセプトにする「わきもと」に足湯
ができました。食事とともに霧島を味わってください。

社員・アルバイト募集中

足湯

R223

1月14日　午後３時　横川町下ノ赤水（岩堂観音）
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総合計画について審議する委員

基
本
構
想

基
本
計
画

実
施
計
画

平成20

平成21

平成22

平成23

平成24

平成25

平成26

平成27

平成28

平成29

年度

（
10
年
）

前
期（
5
年
）

後
期（
5
年
）

（
３
年
）

毎
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ

◎スケジュール表

※ローリング方式とは
現実と長期計画のズレを埋めるために、事業の
見直しを、毎年転がすように定期的に行ってい
く手法のことをいいます。

世 界 に ひ ら く 、 人 と 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 が ふ れ あ う 都 市

第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
策
定

10
年
先
を

見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り

総合計画の役割
地方自治法第２条第４項において「市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てその地域に

おける総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即して行うようにしなければならない。」
と定められており、本計画は当該規定に基づき策定された市政運営における最上位計画となるものであり、今後のま
ちづくりにおいて行政・市民・団体などの取り組みの指針となるものです。

写
真
：
エ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
（
掛
川 

洋
三
さ
ん
）

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2008.2, Japan

る
た
め
の
基
本
方
針
（
７
つ
の
政
策
）
な

ど
を
明
ら
か
に
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

そ
の
計
画
期
間
は
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し
ま
す
。

◎
基
本
計
画

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
を
受
け
、
基
本

方
針
（
７
つ
の
政
策
）
を
達
成
す
る
た
め
の

施
策
の
体
系
（
政
策
か
ら
み
た
ま
ち
の
課
題

28
施
策
と
基
本
事
業
）
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

そ
の
計
画
期
間
は
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24

年
度
ま
で
の
前
期
５
年
間
、
平
成
25
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
後
期
５
年
間
と
し
ま

す
。

◎
実
施
計
画

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
定
め
た
各
施

策
と
基
本
事
業
を
、
具
体
的
な
事
業
（
事
務

事
業
）
と
し
て
財
政
的
な
裏
付
け
の
も
と
で

実
施
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
計

画
期
間
は
基
本
的
に
３
年
間
と
し
、
毎
年
度

更
新
す
る
※

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
と
し
ま
す
。

総
合
計
画
策
定
の
目
的

霧
島
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
姶
良
中
央
地
区

合
併
協
議
会
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
「
新
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
」の
基
本
理
念
で
あ
る「
世

界
に
ひ
ら
く
、
人
と
自
然
・
歴
史
・
文
化
が

ふ
れ
あ
う
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
を
指
針
と
し
、
市
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
行
政
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
地
方
分
権
の
推

進
を
は
じ
め
、
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
経

済
情
勢
は
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
て
お

り
、
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

ま
す
ま
す
高
度
化
・
多
様
化
す
る
行
政
へ
の

ニ
ー
ズ
や
、
少
子
高
齢
化
・
高
度
情
報
化
な

ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
課
題
へ
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効

果
的
で
効
率
的
な
行
政
経
営
へ
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
に
は
、
そ
の
指
針
と
な
る
長
期
的
な
計
画

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
市
で
は
、「
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

市
の
課
題
や
目
標
を
よ
り
明
確
に
し
、
成
果

重
視
の
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
経
営
を
実

施
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
「
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
前
提
と
し
た
「
第
一
次

霧
島
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今

後
は
こ
の
計
画
を
市
の
最
上
位
計
画
と
し
、

本
計
画
に
基
づ
き
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
成
果
を
明
確
化

総
合
計
画
は
、「
霧
島
市
総
合
計
画
審
議

会
」
に
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
て
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
は
公
募
に
よ
る
住
民
と
学
識

経
験
者
、
経
済
団
体
、
農
林
水
産
団
体
、
青

年
団
体
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
15
人
で
す
。

本
計
画
の
一
番
の
特
徴
は
、
評
価
目
標
を

設
け
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
計
画
を
作
る

だ
け
で
な
く
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
た
め
に
計
画
の
達
成
度
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
目
的
で
、
県
内
初
の
試
み
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
な
か
、
今
後
の
霧
島
市
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
上
で
、
７
つ
の
大
き
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

総
合
計
画
を
基
に
し
た
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

で
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

７
つ
の
課
題

・�

人
口
減
少
の
進
行
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

・
地
方
分
権
の
推
進

・
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
の
発
展

・
有
効
な
土
地
利
用
と
都
市
機
能
の
充
実

・
高
度
情
報
化
へ
の
対
応

・
循
環
型
社
会
の
構
築

・
中
山
間
地
域
の
活
性
化

計
画
の
構
成
と
期
間

本
計
画
は
、
基
本
構
想
と
基
本
計
画
、
実

施
計
画
か
ら
な
る
構
成
と
し
、
計
画
の
期
間

は
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
10

年
間
と
し
ま
す
。

◎
基
本
構
想

基
本
構
想
は
、
本
市
の
将
来
を
長
期
的
に

展
望
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
市
の

将
来
像
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
を
実
現
す



地域情報化の推進
⃝地域情報化基盤の整備
⃝�インターネット環境、携帯電話を活用した情
報活用の促進

防災対策の推進
⃝防災関連施設の整備　⃝災害危険箇所の整備
⃝防災関係機関・団体などと連携した体制づくり
⃝火災・救急・救助活動の推進
⃝防災知識の普及啓発　⃝治水対策の推進
⃝災害復旧対策の推進

将来像を実現する７つの柱
基本方針

生活基盤の充実

交通安全・防犯の推進

⃝移住定住促進　⃝住宅環境の整備
⃝安全で良質な水の安定供給
⃝地域にあった土地利用の規制・誘導
⃝景観の保全と整備　⃝中心市街地の活性化
⃝公園・広場などの整備
⃝バリアフリーやユニバーサルデザインの推進

⃝交通安全の推進　⃝防犯活動の推進
⃝消費生活の安全性向上

交通体系の充実
⃝道路ネットワークの構築
⃝鉄道・航空の路線確保と港湾の整備促進
⃝バス輸送などの確保

自然環境の保全
⃝公共水域の水質保全　⃝森林の保全
⃝温室効果ガスの発生抑制　⃝環境学習の推進
⃝環境に関するルール、仕組みの整備

3 活力ある産業のまちづくり
本市は、先端技術産業を中心とする製造業、茶や畜産物などに代表される農林水産業、旅館・ホテルなどの観光業、多種
多様な商店による商業などが営まれています。
今後、地方の自立がさらに求められることから、地域経済を支えるこれらの産業の成長が重要になります。このため、製造

業における企業誘致、農業、観光業における人材育成、商業における買い物しやすい環境づくりなどを推進し、活力ある産業
のまちづくりに取り組みます。

農・林・水産業の振興 観光業の振興

商工業の振興

⃝農林漁業経営体への支援　⃝生産基盤の整備
⃝集落営農の推進　⃝地産地消の推進
⃝農林水産業の新規就労（就農など）の支援
⃝ブランド化の推進　⃝観光農林漁業の推進

⃝商工業者に対する経営支援
⃝買い物のしやすい環境の確保
⃝ブランド化の推進

⃝観光誘致宣伝活動の展開
⃝地域の特色を活かした観光商品開発の促進
⃝受け入れ体制の充実
⃝海外からの観光客の誘致

雇用の促進
⃝地域の特色を活かした雇用の促進
⃝企業の誘致

4 育
はぐく

み磨きあうまちづくり
本市は、多くの歴史的文化遺産と伝統に支えられた特色ある文化があります。これらの伝統文化の保存・継承に努めるとと

もに、地域性を活かした新しい文化を創造することにより、市民ばかりでなく訪れる人にとっても魅力あふれるまちを目指します。
また、地域に根ざした特色ある学校づくりなどにより学校教育を充実させるとともに、すべての世代が参加できる学習機会
の拡大を図ります。併せてスポーツ、芸術文化の振興や青少年の健全育成を推進し、育み磨きあうまちづくりに取り組みます。

学校教育の充実

スポーツ、芸術文化の振興

青少年の健全育成
⃝学力の向上と個性を育む教育の推進
⃝心の教育の推進　⃝体育・保健指導の充実
⃝特色ある教育活動と開かれた学校づくり
⃝教育環境の整備　⃝幼稚園教育の推進
⃝高等学校教育の推進

⃝体験と学びを支援する環境づくり
⃝青少年の非行防止のための環境づくり

⃝スポーツ、芸術文化活動のきっかけづくり
⃝�生涯スポーツ、芸術文化に親しむための環境
づくり

⃝スポーツ、芸術文化団体の育成

伝統文化の保存・継承
⃝伝統文化を学ぶ　⃝保存団体への支援
⃝文化財の保存・整備　⃝文化財の活用

学習機会の充実
⃝学習環境づくり　⃝学習活動の推進

生活環境の向上
⃝環境衛生の向上　⃝地域美化活動の促進

循環型社会の形成
⃝リサイクルなどの推進
⃝廃棄物の適正処理の推進
⃝不法投棄の防止
⃝廃棄物処理施設の整備・管理

1 快適で魅力あるまちづくり
本市は南九州の交通の要衝であり、恵まれた自然が存在し、多種多様な産業が営まれている地域です。この地域性を活かし、

ゆとりのある快適な生活を送ることができるように、生活基盤の充実や地域情報化の推進を図ります。また、市民や観光客な
どの移動を簡便にするとともに、地域住民の交流を促すために、交通体系の充実を図ります。
さらに、誰もが安心で安全な生活が送られるように、防災対策や交通安全・防犯活動の推進などを図り、快適で魅力あるま
ちづくりに取り組みます。

2 自然にやさしいまちづくり
本市は、我が国で最初に国立公園に指定された霧島屋久国立公園を有し、風光明

めい
媚
び
な自然に恵まれており、その自然を背

景として、風土に根ざした生活が培われています。この貴重な自然といつまでも共生できるよう、自然環境の保全やリサイクル
などを推進し、循環型社会の形成を図ります。
さらに、地域美化活動の推進などを通じて身近な生活環境の向上を図り、自然にやさしいまちづくりに取り組みます。

本市の将来像
「人と自然が輝き、人が拓

ひら

く、多機能都市」を
実現するために、

次のような７つの柱（政策）を設定します。
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Go to the future

6 共生・協働のまちづくり
本市は、※「市民参加によるまちづくり」を進めていますが、その内容が、市民に十分浸透しているとは言えません。
今後、市民が主役のまちづくりを実現するためには、市民の主体的な活動を促進し、市民参画社会の形成を図る必要があり

ます。このため、市民と行政との協働による「市民参加によるまちづくり」をさらに推進します。
また、地域のリーダーの育成を図り、旧市町の枠を越えた市内の地域間の交流や、姉妹都市をはじめとする国内外の都市と
の交流に関する情報を積極的に発信するなどして、地域間・都市間交流を推進します。
さらに、市民が人権問題を正しく理解し、お互いの人権を尊重することができるように、人権問題の積極的な啓発や広報活
動を通して、市民の意識の向上を図り、男女共同参画社会の形成を促進し、共生・協働のまちづくりに取り組みます。

市民参加によるまちづくりの推進

人権の尊重

地域間･都市間交流の推進
⃝まちづくりに関する意識の醸成
⃝まちづくりに参加しやすい環境づくり

⃝地域間・都市間交流に関する情報発信
⃝地域間・都市間交流活動の推進
⃝交流のための民間組織・人材の育成、充実

⃝�人権尊重社会の実現に向けた教育、学習の推
進および広報・啓発

⃝人権侵害被害者の救済

男女共同参画の推進
⃝女性の人権の確立を目指す環境整備
⃝�真の男女平等の実現に向けた教育・学習の推
進および広報・啓発
⃝あらゆる分野への男女共同参画の促進

7 新たな行政経営によるまちづくり
本市は、厳しい財政状況を健全化し、効果的で効率的な行政経営を行うために、平成 18 年度に『行政改革大綱』と『経営
健全化計画』を策定するなど、新たな取り組みを進めてきました。
今後はさらに、市民に開かれた行政の推進や質の高い行政サービスの提供を積極的に行い、健全で自立した財政運営を推

進します。また、市民に信頼される行政経営を推進するために、総合計画の進行管理と予算編成、行政評価が連動した新し
い行政経営システムを構築し、成果を重視した効果的・効率的な事業の推進を図ります。
さらに、議会においても、ケーブルテレビによる議会中継や定期的な議会だよりの発行など、積極的な情報提供を図り、新
たな行政経営によるまちづくりに取り組みます。

健全な財政運営の推進

開かれた議会運営の推進

信頼される行政経営の推進
⃝歳入の確保
⃝新たな自主財源の確保
⃝市・土地開発公社有財産の適正管理と有効活用
⃝歳入に見合った予算編成
⃝�財政運営の適正化に向けた制度・仕組みの改
革と適正執行

⃝市の担うべき役割の重点化
⃝効果的で効率的な組織・機構･業務の構築
⃝人材育成の推進　⃝行政運営の透明性の確保

⃝�議会に関する情報提供の充実
⃝�議会運営への支援

5 たすけあい支えあうまちづくり
本市は、高齢者の増加とも相まって、年々医療費は増大し続けており、保険制度の運営が厳しい状況にあります。
また、地区によって介護保険サービス提供事業者の数や種類が異なるなどの現状が見られます。
このため、市民が安心していきいきと暮らせるように、地域福祉や地域医療の充実を図ります。また、心身ともに健康な生活
が送られるように、生活習慣病の予防や早期発見、早期治療の促進、食育の推進などを通じて市民の健康づくりを推進します。
さらに、「霧島市に住みたい、霧島市で子育てをしたい」と思ってもらえるよう、子育て環境の整備・充実を図ります。これら
の取り組みを市民・行政・地域が一体となって推進することで医療、福祉、健康、子育てへの不安のない、たすけあい支えあ
うまちづくりに取り組みます。

医療体制の充実

地域福祉の推進

健康づくりの推進
⃝医療体制の整備　⃝保険制度の適切な運営
⃝かかりつけ医を持つなどの市民意識の向上

⃝市民の健康意識の向上
⃝健康管理の実践支援　⃝食育の推進
⃝健康づくり活動がしやすい社会環境づくり

⃝生活困窮者への支援の推進
⃝地域住民による支えあいの推進
⃝地域の身近な拠点づくりの推進
⃝高齢者の自立支援サービスの推進
⃝�障がい者の地域生活移行や就労支援などの
サービスの推進

子育て環境の充実
⃝地域における子育て支援　⃝母子保健の充実
⃝子育てと仕事が両立できる環境づくり
⃝子どもの健やかな成長のための負担軽減
⃝要保護児童などへの対応

※�「市民参加によるまちづくり」とは、市民と行政、あるいは市民同士が相互に信頼関係を築き、それぞれの果たすべき責任と役割を自覚するととも
に対等な立場で協力し、支えあいながら、まちづくりをすすめることです。

総
合
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
台
本
、

主
役
は
市
民
で
す
。

共生・協働で進めるまちづくり

「第一次霧島市総合計画」において、快適
で愛着の持てる安心・安全なまちの実現に向
けての基本理念を「世界にひらく、人と自然・
歴史・文化がふれあう都市」にしました。この
基本理念を実現するための基本計画前期５カ

年の最重要課題は「各々の地域が個性豊か
に発展し、霧島市としての一体感を構築する」
です。この課題解決に向けて優先的に進める
重点施策を「生活基盤の充実」、「交通体系の
充実」、「農・林・水産業の振興」、「商工業の
振興」、「観光業の振興」、「雇用の促進」、「子
育て環境の充実」、「市民参加によるまちづくり
の推進」の８つに絞り、行政資源の「選択と

集中」を行っていきます。
今後は、財政の健全化や行政の役割の見

直しなどを進めることにより、これまでの水準
のサービスを維持することが困難になる可能
性があります。そんなときに必要なのがこのま
ちにかかわる皆さんと助け合う「共生・協働」
のまちづくりです。霧島市はこれからも、皆さ
んと一体となったまちづくりを進めていきます。

「
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
」
に
は
、
二

つ
の
大
き
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
新

し
く
で
き
た
自
治
体
の
指
針
を
示
す
計
画
で

あ
る
。
霧
島
市
は
10
万
人
都
市
に
な
っ
た
ば

か
り
、
平
成
の
大
合
併
の
前
に
は
、
県
内
で

は
10
万
人
以
上
の
都
市
は
鹿
児
島
市
だ
け
で

し
た
。
本
市
は
人
口
と
面
積
が
増
え
、
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
広
域
行
政
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
の
課
題
に
こ
た
え
る
と
い

う
難
し
い
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
今

後
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
広
域
行
政
の
取
り

組
み
と
い
う
実
験
を
し
て
い
く
状
態
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
計
画
を
基
に
、
行

政
と
市
民
が
10
万
人
都
市
の
広
域
行
政
に
慣

れ
、
成
熟
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
二
つ
目
が
評
価
目
標
を

設
け
た
こ
と
で
す
。
全
国
の
自
治
体
の
総
合

計
画
で
評
価
目
標
を
設
け
て
い
る
自
治
体
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
評
価
目
標
を
設
け
る

こ
と
で
、
行
政
と
市
民
の
目
標
が
明
確
に
な

り
、
達
成
度
が
試
さ
れ
、
目
標
達
成
に
向
け

た
大
き
な
責
任
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
計
画

が
成
功
す
れ
ば
、
県
内
の
モ
デ
ル
と
な
る
す

ば
ら
し
い
計
画
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

霧
島
市
は
陸
・
海
・
空
の
交
通
ア
ク
セ
ス

が
揃そ
ろ

い
、
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
温
泉
な
ど

恵
ま
れ
た
資
源
と
財
産
が
た
く
さ
ん
あ
る
す

ば
ら
し
い
ま
ち
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
そ
れ

ら
を
生
か
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
財

産
と
資
源
を
生
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
総

合
計
画
を
基
に
し
た
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

た
て
、
課
題
解
決
や
目
標
達
成
に
向
け
た
事

業
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

私
は
、
今
後
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け

な
い
こ
と
は
、「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
少

子
・
高
齢
化
は
進
み
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
、
教
育
で

き
る
環
境
と
医
療
・
福
祉
が
充
実
し
、
子
育

て
や
老
後
に
不
安
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま

ち
を
い
か
に
し
て
つ
く
っ
て
い
く
か
は
、
市

民
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
総
合
計
画
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
す
べ
て
の
人
が
「
こ
の
ま
ち
に
住
み
た

く
な
る
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
言
わ

ば
「
ま
ち
づ
く
り
台
本
」
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
主
役
を
演
じ
る
の
が
市
民
や

民
間
、
企
業
、
行
政
な
ど
こ
の
ま
ち
に
関
係

す
る
皆
さ
ん
で
す
。
そ
の
す
べ
て
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

く
「
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
み
ん

な
で
目
指
す
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
霧
島
市
の

発
展
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

霧
島
市
総
合
計
画
審
議
会
会
長

第
一
工
業
大
学
教
授

石いし
田だ
尾お 

博
夫
さ
ん
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溝
辺
地
区
実
行
委
員

馬
場 

将し
ょ
う

大た

さ
ん

さまざまな面で責任を問われる年齢
になりました。大人としての自覚を
持ち、正しい判断力を身につけ目
標に向かって、大人としての道を歩
んでいきたいと思います。

防火への決意を新たに

着々と進む市のプロジェクト

CIVIC NEWS

成
人
の
日
。
大
人
に
な
っ
た
こ
と

を
自
覚
し
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る

青
年
を
祝
い
励
ま
す
日
。
今
年
、
成

人
式
を
迎
え
た
の
は
昭
和
62
年
４
月

２
日
～
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
か
た
で
、
霧
島
市
で
は
１
、

９
５
７
人
（
男
１
、０
７
５
人
、
女

８
８
２
人
）
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

成
人
式
に
は
中
学
校
時
代
の
恩
師

や
教
育
関
係
者
が
出
席
し
、
新
成
人

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

横
川
地
区
で
は
九
州
最
古
の
木
造

駅
舎
で
国
の
登
録
有
形
文
化
財
の
Ｊ

Ｒ
大
隅
横
川
駅
で
、
１
月
３
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
例
年
は
公
民
館
で
し

た
が
、
実
行
委
員
会
で
「
横
川
の
誇

り
で
あ
る
駅
を
活
用
で
き
な
い
か
」

と
提
案
が
あ
り
実
現
し
ま
し
た
。
駅

の
旧
事
務
所
内
で
行
わ
れ
た
式
で
は
、

前
田
市
長
が
「
周
り
に
感
謝
し
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
力
強
く
歩
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
対
象
者
（
出
席
者
）
は
、

国
分
地
区
９
５
０
人
（
５
７
８
人
）、

溝
辺
地
区
１
５
５
人
（
１
０
９
人
）、

横
川
地
区
68
人
（
61
人
）、
牧
園
地

区
１
２
３
人
（
94
人
）、
霧
島
地
区

85
人
（
63
人
）、
隼
人
地
区
４
６
９

人
（
３
６
８
人
）、
福
山
地
区
１
０

７
人
（
83
人
）
で
し
た
。

消防団員らが一堂に会し
火災のない年を目指す

市民の生命・財産を守るという使命のために
防火への決意を新たにしました。

100年の歴史ある駅舎前で記念撮影

１
月
６
日
、新
春
恒
例
の
霧
島
市

消
防
出
初
式
が
市
役
所
前
の
お
祭
り

広
場
を
中
心
に
開
か
れ
、消
防
局
職

員
や
消
防
団
員
ら
約
８
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

式
は
パ
レ
ー
ド
に
始
ま
り
、観
閲
、

訓
練
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。第
10
管

区
海
上
保
安
本
部
と
消
防
局
と
の
共

同
訓
練
で
は
、７
階
建
て
の
ホ
テ
ル

の
７
階
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定

で
、は
し
ご
車
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

使
っ
て
、屋
上
か
ら
救
助
す
る
訓
練

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、市
長
が
「
市
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
さ
れ
て

い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、長
年
消

防
活
動
に
従
事
さ
れ
た
団
員
な
ど
３

６
７
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新成人の門出を祝う

国
分
地
区
実
行
委
員

上
原 

有ゆ

未み

さ
ん

私はまだまだ半人前ですが、試行錯
誤を重ねながら、前向きに成長して
いきたいです。そして、他人に自分
の言葉で思いを伝えられる大人にな
りたいと思います。

九州最古の木造駅舎で
成人式

隼
人
地
区
実
行
委
員

末
葊 

龍た
つ

矢や

さ
ん

一度、ほかのまちに出て人生勉強を
してこようと思っています。でも、こ
のまちが好きだから、戻ってきます。
その時には、立派な大人に成長し、
このまちに貢献したいです。

１月３日、５日、霧島市内７か所の会場で
成人式が開催されました。

福
山
地
区
実
行
委
員

井
料 

友ゆ
う

樹き

さ
ん

今、地球環境を守ることに興味を
持ち、割りばしを使わないなどの実
践をしています。当たり前のことを
しっかり守り、責任感を持って社会
に貢献できる人になりたいです。

霧
島
地
区
実
行
委
員

造ぞ
う

免め
ん 

祥
太
さ
ん

横
川
地
区
実
行
委
員

日
置 

健
吾
さ
ん

大隅横川駅にはたくさん思い出があ
り、そこで成人を祝うことができて
とても記念になりました。この駅は
大人としての出発点。駅に負けない
ような立派な大人になりたいです。

この日を迎えられたのは家族や地
域の支えがあったからこそ。大人と
しての自覚と責任を持ち、育てても
らった地域に恩返しができるようが
んばりたいと思います。

牧
園
地
区
実
行
委
員

間ま

手て

原は
ら 

翼
さ
ん

この霧島市が好きで、地元に就職
しました。これから困難なこともあ
ると思いますが、今まできずなを深
めてきた仲間たちと支え合いながら、
霧島市を盛り上げていきたいです。

interview
◎インタビュー

森
林
環
境
保
全
に
貢
献

ト
ヨ
タ
車
体
と

森
づ
く
り
事
業
協
定12

月
19
日
、
愛
知
県
の
ト
ヨ
タ
車

体
株
式
会
社
と
霧
島
市
に
あ
る
株
式

会
社
ト
ヨ
タ
車
体
研
究
所
が
、
市
の

「
企
業
と
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」

を
共
に
進
め
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
の
森
林
環
境
保
全
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
両
社
が
年

間
１
０
０
万
円
を
市
に
寄
付
し
、
市

有
地
の
間
伐
や
植
林
に
活
用
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
事
業
は

19
年
度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
り
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

霧
島
市
誕
生
後
15
番
目

マ
イ
ク
ロ
カ
ッ
ト
㈱
と

立
地
協
定

光
通
信
用
金
属
精
密
部
品
加
工
を

行
う
マ
イ
ク
ロ
カ
ッ
ト
株
式
会
社

（
髙
木
治
邦
社
長
）
が
、
国
分
上
野

原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
あ
る
現
在
の
工

場
近
く
に
工
場
を
増
設
す
る
こ
と
に

な
り
、
１
月
９
日
、
霧
島
市
と
立
地

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

増
設
は
既
存
事
業
の
生
産
能
力
の

増
強
と
新
規
事
業
分
野
へ
の
進
出
の

た
め
で
、
２
期
に
わ
た
り
段
階
的
に

操
業
を
開
始
。
新
規
雇
用
は
今
後
２

年
間
で
50
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

調印式で握手を交わす髙木代表取締役社長ら 調印式で握手を交わす水嶋取締役社長ら

消
防
局
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
に
よ
る
救
助
訓
練

消
防
団
員
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練

c
i

v
i

c
 

n
e

w
s
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国
分
地
区
に
あ
る
塚
脇
小
学
校
は

明
治
36
年
に
創
立
さ
れ
、
現
在
10
人

（
男
子
４
人
、
女
子
６
人
）
の
児
童

が
学
ん
で
い
ま
す
。
平
成
14
年
か
ら

小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度
（
特

認
校
制
度
）
を
利
用
し
、
10
人
の
う

ち
３
人
が
校
区
外
か
ら
通
学
し
て
い

ま
す
。「
つ
よ
く
、
や
さ
し
く
、
か

し
こ
く
」
を
校
訓
と
し
、
豊
か
な
心

を
持
ち
、
自
主
的
・
創
造
的
に
よ
く

学
び
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子

ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
学
校
の
教
育

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
小
は
「
花
と
野
鳥
と
パ

ソ
コ
ン
」
を
学
校
自
慢
と
し
、
そ
の

中
で
も
野
鳥
の
観
察
な
ど
を
通
し
て

自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む

活
動
を
平
成
８
年
度
か
ら
実
施
し
、

平
成
11
年
度
か
ら
は
県
の
愛
鳥
モ
デ

ル
校
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
鳥
に
学
ぶ

活
動
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
、
年
間
を
通
し
て
学
校
周
辺

で
見
ら
れ
る
野
鳥
を
観
察
し
て
い
ま

す
。
観
察
し
た
鳥
の
名
前
や
鳴
き
声
、

生
態
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調

べ
て
発
表
し
合
っ
た
り
、
手
作
り
の

野
鳥
図
鑑
に
ま
と
め
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
巣
箱
を
作
り
、
野
鳥
保

護
を
目
的
に
学
校
敷
地
内
に
作
ら
れ

た
「
野
鳥
の
森
」
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
今
で
は
、
鳴
き
声
を
聞
け
ば
そ

の
鳥
の
種
類
が
わ
か
る
児
童
も
い
る

ほ
ど
。
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、

平
成
14
年
と
18
年
に
は
日
本
鳥
獣
保

護
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
小
で
は
児
童
自
ら
が
目
標
を
決

め
、
そ
の
達
成
を
目
指
す
「
一
人
一

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
「
バ
ー
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
」
を
目
指
し
て
い
る
４
年
生
の

濵
田
大
樹
君
は
「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
は
楽
し
い
で
す
。
50
の
鳥
の
名

前
や
鳴
き
声
を
調
べ
る
こ
と
が
目
標

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自然環境を大切にする心を育
はぐく

む
野鳥の観察を通して自然の大切さや地域の良さに気付く

双眼鏡を使いバードウォッチング

塚脇小は小規模校ならではの児童一人ひとりへのきめ
細やかな指導で学力向上を図っています。いろいろな場
面で発表の機会が多いので、児童は主体的に物事に取
り組み、自分の考えをはっきり述べることができます。ま
た、豊かな自然環境の中、「塚脇の学校を灯し続ける会」
のかたがたをはじめ、地域に支えられ「米作り」「そば作り・
そばうち体験」などの活動を通してふるさと自慢の醸成
に努めたり、近隣の塚脇学園、県畜産試験場、牧ノ原
学園との交流を深めたりする活動もしています。

◎
塚
脇
小
学
校

勝　

悟
校
長

塚脇小学校
野鳥に学ぶ学習セ

・シ
・
ボ
ン（
平
安
寿
子
）
ド

ラ
キ
ュ
ラ
城
の
舞
踏
会
（
赤

川
次
郎
）
そ
う
か
、
も
う
君
は
い
な

い
の
か
（
城
山
三
郎
）
ブ
ル
ー
バ
レ

ン
タ
イ
ン
（
新
堂
冬
樹
）
親
指
の
恋

人
（
石
田
衣
良
）
樹
霊
の
塔　

伊
集

院
大
介
の
聖
域
（
栗
本　

薫
）
阪
急

電
車
（
有
川　

浩
）
あ
ね
の
ね
ち
ゃ

ん（
梶
尾
真
治
）藪
枯
ら
し
純
次（
船

戸
与
一
）
わ
が
孫
育
て
（
佐
藤
愛
子
）

キ
ュ
ア
（
田
口
ラ
ン
デ
ィ
）
い
の
ち

の
パ
レ
ー
ド
（
恩
田　

陸
）
純
愛
の

証
明
（
森
村
誠
一
）
派
手
な
砂
漠
と

地
味
な
宮
殿
（
岩
井
志
麻
子
）
覇
の

刺
客
（
鳥
羽　

亮
）
地
の
蛍
（
内
海

隆
一
郎
）
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
家
（
伊
藤

た
か
み
）
選
挙
ト
ト
カ
ル
チ
ョ
（
佐

野　

洋
）
魔
女
の
盟
約
（
大
沢
在
昌
）

新
・
風
に
吹
か
れ
て
２
（
五
木
寛
之
）

十
五
万
両
の
代
償　

十
一
代
将
軍
家

斉
の
生
涯
（
佐
藤
雅
美
）
暮
ら
し
を

彩
る
和
の
刺
繍
（
沖　

文
）
レ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
で
折
る
雑
貨（
小
林
一
夫
）

ベ
ビ
ー
シ
ュ
ー
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
小
澤
美
司
子
）
渡
部
サ
ト
の
通
園

通
学
グ
ッ
ズ
（
渡
部
サ
ト
）
研
ぎ
師

太
吉
（
山
本
一
力
）
天
の
町
や
な
ぎ

通
り
（
あ
ま
ん
き
み
こ
）
い
た
ず
ら

ぎ
つ
ね
（
中
川
李
枝
子
）
あ
め
だ
ま

を
た
べ
た
ラ
イ
オ
ン
（
今
江
祥
智
）

だ
る
ま
の
お
し
ご
と
（
髙
畠
那
生
）

魔
法
・
魔
法
・
魔
法
（
ダ
イ
ア
ナ
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
）
か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い

と
ラ
イ
オ
ン
（
斎
藤　

洋
）
と
き
そ

ば
（
川
端　

誠
）

【
霧
島
市
立
図
書
館
】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
①	平日／10:00〜19:00
	 土・日・祝日／９：00〜17：00
②	月曜日
	 12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	火曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【① 開館時間　② 休館日】

街のアラベスク
阿刀田 高 著
闇を縫う怪しい香り、ふとよみが
える背徳の思い出、生まれては
消え、消えては浮かびあがってく
るうたかたのような恋の記憶。さ
まざまなかたちを持つ12の街を
舞台に描く、大人の恋の物語。

財布のつぶやき
群 ようこ 著
老後の資金が不安になり、家計
簿を付け始めたものの２か月で
挫折。60歳まで払い続ける予
定の住宅ローン、そして年末に
襲ってくる税金問題。誰もが直
面する「お金」の問題を、率直に
ユーモラスに綴ったエッセイ集。

ひとりざむらいと
こうちょうせんせい
斎藤　洋 作
困っているものを助けてくれる、
この世でたったひとりのひとりざ
むらい。小学校の正門を勝手に
移動させた校長を、名刀ふしぎ
まると一緒にこらしめようとしま
すが、この校長がなかなかの曲
者で…。

みーんないすのすきまから
ポリー・ダンバー 絵
パパが車のかぎをなくしたとき、
妹のマリーがこういうの。「パパ、
いすのすきまを探してみれば？」
そしたら、お金が見つかった。い
すのすきまを探してみれば、でて
くるでてくる、何がでる？

思
わ
ず
手
に
取
り
た
い
本
が
あ
る
。

今
月
の
新
刊
。

i
n

t
r

o
d

u
c

t
i

o
n
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温泉三昧きりしま

05

栄
之
尾
温
泉

ホ
テ
ル
林
田
温
泉
と
言
え
ば
す
ぐ
に
「
あ
あ
、
あ
の
場
所
か
」
と
わ
か
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
牧
園
町
の
丸
尾
温
泉
よ
り
も
上
、標
高
８
１
０
㍍
、

現
在
は
霧
島
い
わ
さ
き
ホ
テ
ル
敷
地
内
に
あ
り
、
ホ
テ
ル
か
ら
裏
手
方
向

へ
約
４
０
０
㍍
の
場
所
に
栄
之
尾
温
泉
と
い
う
温
泉
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
篤あ
つ

姫ひ
め

」
で
篤
姫
の
初

恋
の
相
手
と
し
て
登
場
す
る
小
松
帯た
て

刀わ
き

は
、
薩

摩
藩
の
家
老
で
し
た
。
幻
の
宰さ
い

相し
ょ
うと

言
わ
れ
た

小
松
は
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、
た
び
た
び

栄
之
尾
温
泉
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
温
泉
は
延え
ん

享き
ょ
う

元
年
（
１
７
４
４
年
）
に

発
見
さ
れ
、
文
久
元
年
（
１
８
６
１
年
）
に
は

第
29
代
藩
主
島
津
忠
義
が
避
暑
地
を
設
け
て
い

ま
す
。
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）
に
林
田
熊

一
氏
が
旅
館
と
交
通
と
道
路
の
建
設
を
始
め
、

近
代
的
な
温
泉
地
に
な
り
ま
し
た
。「
三
国
名

勝
図
会
」
に
は
、
栄
之
尾
温
泉
は
柔
和
な
お
湯

で
病
気
を
治
す
効
能
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。

緑に囲まれた露天風呂
現在栄之尾温泉跡は、露天風呂などとして利用。
夜間は宿泊客のみ、昼間利用は夏場のみ。
（協力：霧島いわさきホテル）

【霧島栄之尾之図】
霧島から錦江湾ごしに桜島と遠く開聞岳まで望む景色は壮観（尚古集成館蔵）

え

霧島いわさきホテル

slow
 food &

 hot spring

こ
ん
も
り
と
し
た
形
が
特
徴
的
な
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
。
キ
ャ
ベ
ツ
か
ら
品
種
改
良
さ
れ
た
緑
黄

色
野
菜
で
、
歯
ご
た
え
が
あ
る
う
え
に
、
ど
ん

な
料
理
に
も
相
性
が
い
い
食
材
で
す
。

そ
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
の
ど
か
な
田
園
風
景

が
広
が
る
福
山
町
佳
例
川
地
区
で
栽
培
し
て
い

る
の
が
冨
永
ツ
ギ
子
さ
ん
。
16
年
前
に
ご
主
人

と
死
別
し
て
以
来
、
今
年
74
歳
を
迎
え
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
人
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
３
㌃
、

キ
ャ
ベ
ツ
を
２
㌃
栽
培
し
、
そ
れ
に
加
え
て
米

づ
く
り
や
４
頭
の
牛
の
世
話
も
し
て
い
ま
す
。

８
月
下
旬
に
種
を
ま
い
て
苗
に
な
っ
た
も

の
を
、
９
月
下
旬
に
間
隔
を
あ
け
一
本
ず
つ

植
え
替
え
ま
す
。追
肥
や
土
寄
せ
を
し
な
が
ら
、

な
る
べ
く
農
薬
を
使
わ
ず
に
育
て
た
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
は
２
月
～
３
月
に
か
け
て
収
穫
の
時

期
を
迎
え
ま
す
。
毎
朝
収
穫
し
て
そ
の
日
の

う
ち
に
「
ふ
く
ふ
く
ふ
れ
あ
い
館
」
に
出
荷
し

て
い
ま
す
。

「
私
に
と
っ
て
野
菜
づ
く
り
や
牛
の
世
話
は

生
き
が
い
だ
か
ら
、
大
変
だ
と
は
思
わ
な
い
で

す
よ
。
成
長
す
る
様
子
を
見
る
の
は
楽
し
い
。

野
菜
を
摂
る
こ
と
が
少
な
い
若
い
人
に
も
食
べ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
優
し
い
口
調
で
話
す
冨

永
さ
ん
の
心
が
こ
も
っ
た
野
菜
づ
く
り
は
こ
れ

か
ら
も
続
き
ま
す
。

冨
永 

ツ
ギ
子
さ
ん

◎
福
山
町
佳
例
川
地
区
在
住

レ シ ピ

〈作り方〉
①�ブロッコリーの茎の部分は５㍉のみじん切り、房
の部分は細かく切る。タマネギ、ベーコンもみじ
ん切りにする。
②水にコンソメを入れてスープをつくる。
③�鍋にオリーブオイルを入れ、タマネギ、ベーコン
を炒める。タマネギがしんなりしたら、白米とブ
ロッコリーの茎を加え、中火で１分炒める。

④�③が浸るほどに②を注ぎ、15～20分弱火で煮る。
⑤�米に少し芯が残る程度になったら、ブロッコリー
の房の部分を加えサッと煮て、仕上げにパルメザ
ンチーズを入れて塩、こしょうで味をととのえる。

〈材料〉
ブロッコリー１/2個、タマネギ１/2個、ベーコン１
枚、白米１カップ、水800ml、コンソメ１個、パル
メザンチーズ大さじ３、オリーブオイル大さじ２、塩、
こしょう適量

解毒力の高いブロッコリーを
使ったリゾット

主に花のつぼみの部分を食するブロッコ
リー。風邪予防などに効果があるビタミン
Cはレモンの約２倍。食物繊維も豊富。

ブロッコリー

【栄之尾島津館絵図】右の黒い屋敷が島津館（尚古集成館蔵）

延享元年（1744
年）に安藤中兵衛
国広が発見し、文
久元年（1861年）
には島津忠義がこ
こに避暑地を設け
ました。その当時
の石垣がいまだに
残っています。

栄之尾温泉の石垣60

223

223

480

470
霧
島
神
宮
駅

烏帽子岳

硫黄谷温泉丸尾温泉

霧島神宮温泉

霧島神宮

大
おおなみのいけ
浪池

栄之尾温泉

高千穂小

霧島小

太田小
霧島中

の

お
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Rugby

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に
と
っ
て
１
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
は
、
リ
ー
グ
戦
に
向
け
て
選
手
と
チ
ー
ム
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
大
事
な
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
霧
島
市
で
は
、
温
暖
な
気
候
と
交
通
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
、
練
習
場
や
宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
を
ピ
ー

ア
ー
ル
し
て
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
し
て
お
り
、
今
年
も

多
く
の
チ
ー
ム
が
新
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
を
目
指
し
て

キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
柏
レ
イ
ソ
ル
は
２
月
９
日

か
ら
キ
ャ
ン
プ
開
始
。
一
昨
年
、
Ｊ
２
に
降
格
し
、

Ｊ
１
復
帰
を
果
た
し
た
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
真
価
が
問

わ
れ
る
年
。
シ
ー
ズ
ン
前
の
昨
年
２
月
に
霧
島
市
で

キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
結
果
、

見
事
、
18
チ
ー
ム
中
８
位
と
大
躍
進
。
チ
ー
ム
に
は

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補
選
手
が
い
る
な
ど
今

年
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
は
豊
田
自
動
織
機
と
太

陽
誘
電
、
日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
３
チ
ー
ム
が
キ
ャ

ン
プ
を
し
ま
す
。
昨
年
の
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
で
豊
田
自
動
織
機
が
優
勝
、
太
陽
誘
電
が
４

位
、
日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
６
位
と
好
成
績
を
収
め

る
な
ど
、
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界
を
引
っ
張
る

３
チ
ー
ム
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
ゴ

リ
ア
ス
は
、
１
月
20
日
現
在
、
リ
ー
グ
２
位
と
優
勝

争
い
を
繰
り
広
げ
る
強
豪
。
２
月
６
日
か
ら
の
キ
ャ

ン
プ
は
、
日
本
一
の
チ
ー
ム
を
決
め
る
日
本
選
手
権

な
ど
に
向
け
て
の
調
整
の
た
め
で
、
日
本
一
に
大
き

な
期
待
が
も
て
ま
す
。

３
月
６
日
か
ら
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
岡
山
商
科
大
学

硬
式
野
球
部
は
、
昨
年
の
中
国
地
区
大
学
野
球
秋
季

リ
ー
グ
で
３
位
の
チ
ー
ム
。
霧
島
市
で
鍛
え
、
中
国

地
区
を
制
覇
し
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を

間
近
で
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス

昨
年
の
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
で
見
事
、

優
勝
し
た
豊
田
自
動
織
機
。
シ
ー
ズ
ン
前
に
霧
島
市

で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
毎
年
優
勝
争
い
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
、
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
界
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
で
す
。

今
年
、
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
チ
ー
ム
は
、
ど
こ
も
各

リ
ー
グ
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
で
、
日
本
を
代
表
す
る

選
手
が
大
勢
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
中
は
そ
ん
な
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
こ
の

機
会
に
最
高
の
プ
レ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、霧
島
市
で
鍛
え
、更
な
る
活
躍
を
目
指
す
チ
ー

ム
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

キ
ャ
ン
プ
問
い
合
わ
せ
先
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

◎サントリーサンゴリアス（ラグビートップリーグ）
・期日＝２月６日（水）午後から
　２月10日（日）午前まで
・練習＝午前９時～１１時、午後３時～５時（予定）
・場所＝国分運動公園
　（６、７日は多目的運動場、８～10日は陸上競技場）　

◎柏レイソル（Ｊリーグ）
・期日＝２月９日（土）午後３時30分から
　２月23日（土）午前まで
・練習＝午前９時30分～午後３時
・場所＝国分運動公園（多目的運動場ほか）

◎日立ソフトウェア女子ソフトボールチーム
・期日＝１月29日（火）午前から
　２月10日（日）午前まで
・練習＝午前９時～正午、午後１時～５時（予定）
・場所＝国分運動公園（野球場、多目的屋内運動場）

◎太陽誘電女子ソフトボールチーム
・期日＝２月11日（月）午後から
　２月22日（金）午前まで
・練習＝午前９時～正午、午後１時～５時（予定）
・場所＝国分運動公園（野球場、多目的屋内運動場）
　　　　　　　　　
◎豊田自動織機女子ソフトボールチーム
・期日＝２月23日（土）午前から
　３月４日（火）午後まで
・練習＝午前９時～正午、午後１時～５時
・場所＝国分運動公園（野球場、多目的屋内運動場）

◎岡山商科大学硬式野球チーム
・期日＝３月６日（木）から３月12日（水）まで　
・練習＝午前９時～正午、午後１時～５時
・場所＝国分運動公園（野球場、多目的屋内運動場）

スポーツキャンプ日程表 SPORTS LAND KIRISHIMA

Soccer

Softball

スポーツランド霧島

新シーズンの活躍を目指す選手たちの熱き思いが動き出す

Aki NAGAO Aki NAGAO

Ⓒ KASHIWA REYSOL

Aki NAGAO
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２
つ
の
オ
ー
プ
ン
式
処
分
場

湧
水
町
は
、
平
成
17
年
３
月
に
旧

栗
野
町
と
旧
吉
松
町
が
合
併
し
て

で
き
た
町
で
す
。
合
併
前
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
で
オ
ー
プ
ン
式
の
一

般
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
を
建

設
。
現
在
は
主
に
「
栗
野
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
」
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
平
成
７
年
に
で
き
た
こ
の
施
設

は
、
当
初
の
計
画
で
は
平
成
22
年
で

満
杯
に
な
る
予
定
で
、
そ
の
後
は
平

ごみ問題を考えるごみ問題を考える

シリーズ
❽

成
11
年
に
完
成
し
た
「
吉
松
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
」
を
使
用
し
ま
す
。

こ
の
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
る
ご

み
は
、
主
に
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理

組
合
「
未
来
館
」
か
ら
出
る
飛
灰
固

化
物
と
不
燃
ご
み
の
残
さ
、
湧
水
町

の
し
尿
処
理
場
と
「
牧
園
・
横
川
地

区
し
尿
処
理
場
（
清せ
い

水す
い

館か
ん

）」
か
ら

出
る
し
尿
焼
却
灰
で
す
。

未
来
館
は
平
成
15
年
３
月
に
大
口

市
、菱
刈
町
、旧
吉
松
町
、旧
栗
野
町
、

旧
横
川
町
、
旧
牧
園
町
の
１
市
５
町

で
建
設
さ
れ
、
現
在
も
横
川
・
牧
園

地
区
の
ご
み
は
こ
こ
で
処
理
し
、
排

出
さ
れ
た
飛
灰
固
化
物
な
ど
は
湧
水

町
に
あ
る
栗
野
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
埋
め
立
て
て
い
る
の
で
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ド
式
処
分
場

姶
良
郡
西
部
衛
生
処
理
組
合
（
姶

良
町
、
加
治
木
町
、
蒲
生
町
）
は
、

加
治
木
町
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
式
の
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
持
っ
て
い
ま

す
。
完
成
ま
で
に
は
、
平
成
12
年
度

に
予
定
地
を
決
め
て
か
ら
平
成
18
年

度
ま
で
約
６
年
を
要
し
ま
し
た
。
こ

の
処
分
場
は
、
外
か
ら
見
る
と
三
角

屋
根
の
体
育
館
の
よ
う
で
中
は
縦

30
㍍
、
横
70
㍍
で
深
さ
が
11
・
５
㍍
、

埋
め
立
て
容
量
は
１
９
、２
５
０
立

方
㍍
。
こ
こ
に
は
「
吉
田
清
掃
セ
ン

タ
ー
」
の
焼
却
施
設
か
ら
出
る
飛
灰

と
焼
却
灰
、
そ
れ
と
加
治
木
町
に
あ

湧水町栗野一般廃棄物最終処分場（オープン式）
埋立期間…平成7年～平成22年
敷地面積…総面積30,466平方㍍（埋立面積3,604平方㍍）
埋立容量…9,498立方㍍　埋立対象物…焼却残さ
埋立地設備／遮水方式…ゴムシート張
　　　　　　埋立方式…セル方式に基づくサンドイッチ方式
総事業費…687,860千円
財　　源…国庫補助金 103,070千円　起債 333,000千円　一般財源 251,790千円

民
間
に
よ
る
持
松
地
区
産
業
廃

棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
の
建

設
計
画
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該

処
分
場
の
設
置
許
可
申
請
の
前

提
と
な
る
事
前
協
議
書
が
昨
年

９
月
26
日
、
東
亜
環
境
株
式
会

社
か
ら
県
（
鹿
児
島
県
姶
良
・

伊
佐
地
域
振
興
局
）
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
11
月

15
日
付
で
県
か
ら
本
市
に
、
こ

の
事
前
協
議
書
に
係
る
意
見
照

会
が
あ
り
、
本
年
１
月
15
日
ま

で
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
建
設

計
画
地
内
に
は
市
有
地
が
一
部

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
払
下
げ
の
判
断
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
意
見
書
の
作
成
に
も
影

響
が
あ
る
た
め
、
意
見
書
の
提

出
期
限
を
１
か
月
間
延
期
す
る

こ
と
を
県
に
申
し
入
れ
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
地
域
住
民
の
皆
様

や
、
議
会
、
関
係
各
位
の
ご
意

見
、
ご
要
望
な
ど
を
お
聴
か
せ

い
た
だ
き
、
遅
く
と
も
来
年
度

予
算
の
概
要
が
固
ま
る
時
期
ま

で
に
は
最
終
的
な
判
断
を
行
う

予
定
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
る
し

尿
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
て
い
ま
す
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

埋
め
立
て
と
い
う
と
昔
テ
レ
ビ
で

よ
く
見
た
処
分
場
を
思
い
描
く
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご

み
を
満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
何
台
も

連
な
り
、
生
ご
み
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

大
き
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
押
し
て
い

く
。
空
に
は
カ
ラ
ス
が
舞
い
、
ご
み

を
つ
つ
く
。
し
か
し
今
は
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
霧
島
市
が
最
終
的
に
埋
め
立

て
よ
う
と
し
て
い
る
飛
灰
固
化
物
は
、

「
敷
根
清
掃
セ
ン
タ
ー
」
で
焼
却
し

た
後
の
飛
灰
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め
た

も
の
で
す
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
」。
市
が
埋
め
立
て
よ
う
と
し
て

い
る
飛
灰
固
化
物
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
排

出
す
る
焼
却
施
設
が
ど
う
い
う
施
設

な
の
か
、
自
治
会
単
位
や
仲
間
同
士

で
見
学
に
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
】

西別府管理型クローズド式最終処分場（クローズド式）
埋立期間…平成18年～平成32年　敷地面積…総面積56,500平方㍍（埋立面積2,100平方㍍）
埋立容量…19,250立方㍍
埋立対象物…焼却灰、溶融固化飛灰、し尿しさ焼却残さ、リサイクル残さ、不燃物
埋立地設備／遮水方式…底部コンクリート盤、腐食布、遮水シート、保護土
　　　　　　埋立方式…セル方式に基づくサンドイッチ方式
総事業費…1,799,375千円
財　　源…国庫補助金 299,306千円　起債 1,309,800千円　一般財源 190,269千円

身
近
に
あ
る

一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場

こ
れ
ま
で
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、

宮
崎
県
や
曽
於
市
な
ど
の
施
設
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

も
っ
と
身
近
な
と
こ
ろ
に
も

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
は
あ
り
ま
す
。

今
回
は
湧
水
町
と
加
治
木
町
に
あ
る
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

西別府管理型クローズド式最
終処分場に埋め立てられる飛灰
固化物（霧島市が埋め立てるも
のもこれと同じ）
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第
12
回
龍
馬
ハ
ネ
ム
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
in
霧
島
開
催

１
８
６
６
年
、
土
佐
の
坂
本
龍
馬

と
そ
の
妻
お
龍
が
日
本
で
最
初
の
新

婚
旅
行
に
訪
れ
た
霧
島
の
地
。
日
本

の
将
来
を
思
い
描
き
な
が
ら
２
人
が

歩
い
た
道
を
現
代
の
龍
馬
と
お
龍
に

な
っ
て
歩
き
、
霧
島
の
自
然
や
歴
史

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
大
会
か
ら
、
日
本
・
温
泉
と
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
リ
ー
グ
加
盟
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
牧
園
地
区
の
コ
ー
ス
に
加
え
、
霧

島
地
区
と
隼
人
地
区
に
コ
ー
ス
を
設

定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
さ
ら
に
ス

ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
大
会
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

参
加
資
格
＝
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が

健
康
な
か
た

◦�

参
加
料
＝
一
般
２
、０
０
０
円
、�

中
・
高
生
１
、０
０
０
円
、
小
学

生
以
下
５
０
０
円

※�

１
日
参
加
も
２
日
参
加
の
場
合
も

同
額
と
な
り
ま
す
。

◦�

申
込
方
法
＝
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
申
込
書
（
大
会
要
項
）
は
観

光
課
や
各
総
合
支
所
、
隼
人
庁
舎

に
あ
り
ま
す
。

※�

完
歩
さ
れ
た
か
た
に
は
、
完
歩
証

を
授
与
し
ま
す
。

※�

龍
馬
高
千
穂
登
山
コ
ー
ス
は
、
先

着
１
０
０
人
ま
で
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
事
前

に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

◦�

申
込
み
期
限
＝
２
月
22
日
（
金
）、

大
会
当
日
に
申
し
込
ま
れ
る
か
た

は
、
各
コ
ー
ス
の
出
発
時
刻
30
分

前
ま
で
に
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
龍
馬
ハ

ネ
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

（
霧
島
市
観
光
案
内
所
内
）
☎
・

℻（
57
）１
３
４
０

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

P assport ◎パスポート取得E vent ◎イベント情報

パ
ス
ポ
ー
ト
は
４
月
１
日
か
ら

『
コ
ア
・
よ
か
』

４
月
１
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅

券
）
の
申
請
・
受
領
の
窓
口
が
霧
島

市
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
コ
ア
・

よ
か
」
に
な
り
ま
す
。

●�

申
請
・
交
付
場
所
＝
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
コ
ア
・
よ
か
」（
国

分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階
）

●�

申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
所
要
日
数

は
10
日
間
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
注
意
事
項

霧
島
市
民
は
、
か
ご
し
ま
県
民
交

流
セ
ン
タ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
は

じ
め
と
す
る
県
の
旅
券
窓
口
は
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
【
表

１
】
の
場
合
は
県
の
窓
口
を
利
用
で

き
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

①
一
般
旅
券
発
給
申
請
書
１
枚

②
戸
籍
謄
（
抄
）
本
１
通

③
郵
便
は
が
き
１
枚

④�

写
真
（
縦
４
・
５
㌢
×
横
３
・
５

㌢
）
で
き
る
だ
け
写
真
店
で
パ
ス

ポ
ー
ト
用
と
し
て
撮
影
し
て
く
だ

さ
い
。

⑤�

本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

⑥�
前
回
取
得
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト

⑦�
住
民
票
１
通
（
市
内
に
住
民
票
が

あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
省
略
で
き
ま
す
）

●
手
数
料
＝
【
表
２
】
の
と
お
り

●�

取
扱
時
間
な
ど
＝
取
扱
時
間
な
ど

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
☎（
46
）１
３
３
７

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
化

今
後
、
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、

さ
ら
に
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が

増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
状
況
を
原

因
別
に
み
る
と
、
逃
げ
遅
れ
が
最
も

多
く
全
体
の
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

時
間
帯
は
22
時
か
ら
翌
朝
６
時
ま
で

の
睡
眠
時
間
帯
が
約
５
割
で
す
。

火
災
に
よ
る
死
者
数
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
ど

の
よ
う
に
設
置
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
消
防
局
に

寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q  

設
置
場
所
は
？

A��

寝
室
に
は
煙
感
知
器
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

Q  

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
有

無
別
死
者
数
は
？

A��

警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
た
火
災

と
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
火
災

を
住
宅
火
災
１
０
０
件
あ
た
り

の
死
者
数
で
比
較
す
る
と
、
設

置
さ
れ
て
い
た
場
合
は
約
３
分

の
１
の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Q  

ど
こ
で
買
え
ば
い
い
の
で
す
か
？

A��

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
量
販
店
、

消
防
設
備
の
取
扱
店
ま
た
は
メ
ー

カ
ー
の
代
理
店
な
ど
で
販
売
。

Q 

罰
則
は
な
い
の
で
す
か
？

A��

自
己
責
任
分
野
で
す
の
で
、
罰

則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
火

災
か
ら
自
分
自
身
の
身
を
守
る

た
め
に
も
早
期
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

Q  

い
つ
ま
で
に
設
置
す
れ
ば
い
い

の
で
す
か
？

A��

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

設
置
場
所
や
適
用
時
期
は
各
市
町

村
の
火
災
予
防
条
例
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

例
（
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器

な
ど
）

・
強
制
的
に
設
置
を
勧
め
ら
れ
た
。

・
高
額
な
金
額
を
請
求
さ
れ
た
。

・�

勝
手
に
家
に
上
が
り
込
み
設
置
し

て
、
お
金
は
後
で
い
い
か
ら
と
そ

の
ま
ま
帰
っ
た
。

・�

消
火
器
の
詰
替
え
を
消
防
法
で
決

ま
っ
て
い
る
か
ら
と
、
勝
手
に

持
っ
て
帰
り
高
額
な
お
金
を
請
求

さ
れ
た
。

※�

消
防
署
は
一
般
家
庭
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※�

消
防
法
で
は
、
一
般
住
宅
に
は
消

火
器
を
設
置
す
る
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
が
初
期
消
火
で
は
有
効
で
す
。

警
報
器
で
助
か
っ
た

・�
木
造
モ
ル
タ
ル
２
階
建
瓦
葺
き
の

専
用
住
宅
か
ら
出
火
。
火
元
の
一

人
暮
ら
し
の
60
代
女
性
（
歩
行
困

難
）
が
１
階
で
寝
て
い
て
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
警
報
音
で
目
が

覚
め
ま
し
た
。
そ
し
て
自
宅
の
加

入
電
話
で
１
１
９
番
通
報
。
通
報

後
は
自
力
で
玄
関
ま
で
移
動
し
、

と
な
り
に
住
ん
で
い
る
家
族
に
助

け
ら
れ
ま
し
た
。

※�

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
早
め
に
設

置
し
自
分
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎��

問
い
合
わ
せ
先
＝
消
防
局
予
防
課

☎（
64
）
０
４
３
３

F ire fighting ◎消防

社
会
保
険
庁
か
ら
の 

お
知
ら
せ

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

ね
ん
き
ん
特
別
便
と
は

（
平
成
19
年
度
発
送
分
）

社
会
保
険
庁
で
は
、
被
保
険
者
お

よ
び
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
の
年
金

加
入
記
録
の
名
寄
せ
作
業
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
際
、
あ
な
た

の
基
礎
年
金
番
号
と
結
び
つ
け
て
い

る
加
入
記
録
以
外
に
、
あ
な
た
の
も

の
と
思
わ
れ
る
記
録
が
見
つ
か
っ
た

か
た
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
と
し

て
、年
金
加
入
記
録
を
記
載
し
た「
年

金
記
録
の
お
知
ら
せ
」
を
12
月
か
ら

３
月
ま
で
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

記
録
も
れ
や
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
内
容
を
調
査
し
確
認
が
で
き

た
時
点
で
、
あ
な
た
の
記
録
に
付
け

加
え
ま
す
。

※�

平
成
20
年
度
に
は
、
す
べ
て
の
被

保
険
者
お
よ
び
年
金
受
給
者
の
皆

さ
ん
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
と

し
て
「
年
金
記
録
の
お
知
ら
せ
」

を
随
時
送
付
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
ら

３
月
ま
で
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
届
い
た
か
た
は
記
載
さ
れ
て
い
る

年
金
加
入
記
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
加
入
記
録
に
誤
り
が
な
い
場
合

同
封
の
「
確
認
は
が
き
」
の
①
訂

正
が
な
い
を
○
で
囲
み
「
確
認
は
が

き
」
を
切
り
取
っ
て
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

年
金
加
入
期
間
に
記
録
も
れ
や
誤

り
が
あ
り
、
訂
正
が
必
要
な
場
合

同
封
の「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」

と
「
確
認
は
が
き
」
に
、
も
れ
て
い

る
記
録
や
正
し
い
記
録
を
記
入
し
、

切
り
離
さ
ず
に「
年
金
証
書
」「
認
印
」

「
年
金
手
帳
」
と
と
も
に
お
近
く
の

社
会
保
険
事
務
所
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

社
会
保
険
事
務
所
に
来
所
で
き
な

い
場
合
は
返
信
用
封
筒
を
送
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

本
人
以
外
の
か
た
が
来
所
さ
れ
る

場
合
は
、「
委
任
状
」
と
来
所
さ

れ
る
か
た
の
身
分
が
わ
か
る
も
の

が
必
要
で
す
。

※�

調
査
の
結
果
は
「
被
保
険
者
記
録

照
会
回
答
票
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、
調
査
に
は
相
当
期
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
記
載
さ

れ
て
い
る
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所

が
誤
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
次
の
よ

う
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
給
者
の
か
た

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
と
「
確

認
は
が
き
」
以
外
に
も
必
要
な
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
被
保
険
者
の
か
た

・�「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

→
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
国
民

年
金
担
当
窓
口
へ

・�「
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
に
加
入

の
第
２
号
被
保
険
者
お
よ
び
第
３

号
被
保
険
者
」
→
勤
務
先
の
社
会

保
険
事
務
を
担
当
し
て
い
る
か
た
、

ま
た
は
船
舶
所
有
者
へ

※�

共
済
被
保
険
者
お
よ
び
受
給
者
は

各
共
済
組
合
ま
た
は
共
済
事
務
担

当
へ

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
社
会
保

険
事
務
所
☎（
62
）３
５
１
１

A nnuity ◎年金情報

理　　由 旅券窓口の場所

・�外国での業務などにより早期
に渡航する必要がある場合
・�海外で親族などが病気による
死亡などにより緊急に渡航す
る必要がある場合

かごしま県民交流センター
　

就学・就労などで霧島市以外
に通学・通勤されている場合

就学・就労先の最寄りの県
の窓口

【表 1】

【表 2】

一
般
旅
券
手
数
料

有効
期間

申請時の
年齢 収入印紙 鹿児島県

収入証紙 合　計

10年 20歳以上 14,000円分 2,000円分 16,000円分

５年 12歳以上 9,000円分 2,000円分 11,000円分

５年 12歳未満 4,000円分 2,000円分 6,000円分

期 日 コースと距離 参加制限 受付 出発 スタート場所

３/15
（土）

霧島温泉コース�
（距離約 10km) 無 8:30 10:00 みやまコンセール�

野外音楽堂

犬飼・中津川コース�
（距離約 23km) 無 8:00 9:30 みやまコンセール�

野外音楽堂

３/16
（日）

花はきりしま菜の花コース�
（距離約 12km） 無 8:30 10:00 霧島緑の村

龍馬高千穂登山コース�
（距離約 10km） 100名 8:00 9:00 霧島緑の村

隼人・天降川コース�
（距離約 20km） 無 7:30 9:00 霧島市�隼人運動場

※ �B コースは、往復 18km地点の横瀬にゴールを設置いたします。午
後３時以降に横瀬を通過する方を対象にみやまコンセールまでバスで
お送りいたします。（無料）

※ �Dコースは、開会式終了後、バスにて高千穂河原まで送迎します。（無料）
※Eコースは、日当山温泉コース（往復約 8km）も設置しています。

コースと出発時刻

A
B
C
D
E

龍馬
ハネムーンウォーク
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今
回
か
ら
２
回
に
わ
た
り
、
温
泉
医
学
の
お

話
を
し
ま
す
。
ま
ず
今
月
は
、
毎
日
の
入
浴
や

温
泉
旅
行
を
安
全
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

の
注
意
事
項
で
す
。

入
浴
中
の
突
然
死
は
全
国
で
年
間
１
万
数
千

人
に
も
上
り
ま
す
。
突
然
死
全
体
で
は
年
間
約

８
万
人
な
の
で
、
入
浴
時
間
を
30
分
と
す
る
と
、

24
時
間
の
約
50
分
の
１
と
な
り
、
約
１
、６
０
０

人
が
妥
当
な
数
で
す
。
し
か
し
実
際
は
そ
の
10

倍
近
く
に
及
び
ま
す
。
安
全
入
浴
の
心
が
け
が

い
か
に
大
切
か
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

脱
い
で
鳥
肌
、
血
圧
上
が
る

冬
場
は
脱
衣
所
、
浴
室
、
浴
槽
内
で
か
な
り

の
温
度
差
が
あ
り
ま
す
。
寒
冷
刺
激
で
血
圧
は

上
昇
し
、
高
齢
者
や
動
脈
硬
化
の
あ
る
か
た
は
、

脳
卒
中
や
心
筋
梗こ
う

塞そ
く

な
ど
を
起
こ
す
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
脱
衣
所
の
暖
房
や
、
あ
ら
か
じ
め

浴
槽
内
を
湯
気
や
シ
ャ
ワ
ー
を
使
っ
て
暖
め
て

お
く
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

程
よ
い
熱
で
血
流
改
善
リ
ラ
ッ
ク
ス

湯
温
41
℃
の
浴
槽
に
10
分
間
浸
か
る
と
、
体

温
は
約
１
℃
上
昇
し
ま
す
。
こ
れ
が
42
℃
以
上

に
な
る
と
早
く
体
は
温
ま
り
ま
す
が
、
血
液
中

の
血
小
板
が
固
ま
り
や
す
く
な
り
、
ま
た
血
圧

が
上
昇
し
ま
す
。
心
地
よ
い
温
度
で
じ
っ
く
り

と
温
め
る
こ
と
で
全
身
の
筋
肉
や
血
管
も
ほ
ぐ

れ
、
血
流
が
改
善
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

湯
冷
め
厳
禁
、
き
ち
ん
と
保
温

折
角
の
心
地
よ
い
入
浴
も
、
湯
冷
め
は
体
調

を
崩
す
き
っ
か
け
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
汗
は

し
っ
か
り
拭ふ

き
取
り
濡ぬ

れ
た
ら
着
替
え
、
浴
後

は
き
ち
ん
と
保
温
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

温
泉
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
、
皮
膚
に
薄

い
被
膜
を
作
り
、
急
激
な
放
熱
を
防
ぎ
ま
す
。

肌
の
問
題
が
な
け
れ
ば
、
被
膜
を
洗
い
流
さ
な

い
方
が
高
い
保
温
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

湯
あ
た
り
注
意
！

時
間
、
回
数
、
ほ
ど
ほ
ど
に

湯
あ
た
り
と
は
、
温
泉
浴
を
繰
り
返
す
場
合

に
出
現
す
る
全
身
や
局
所
の
症
状
の
こ
と
を
総

称
し
て
言
い
ま
す
。
全
身
症
状
で
は
疲
労
、
倦け
ん

怠た
い

感
、
眠
気
、
頭
痛
、
動ど
う

悸き

、
め
ま
い
、
発
熱
、

下
痢
、
便
秘
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
局
所
症

状
で
は
、
皮
膚
炎
が
多
く
を
占
め
ま
す
。
湯
あ

た
り
は
１
日
の
入
浴
回
数
が
多
い
と
起
こ
し
や

す
く
、
ど
ん
な
に
気
持
ち
の
良
い
温
泉
や
サ
ウ

ナ
で
も
、
度
が
過
ぎ
る
の
は
禁
物
で
す
。
１
回

の
入
浴
で
湯
に
浸
る
時
間
は
10
～
15
分
程
度
と

し
、
１
日
の
入
浴
回
数
も
２
～
３
回
ま
で
に
と

ど
め
ま
し
ょ
う
。

浴
前
、
浴
後
、
水
分
補
給
忘
れ
ず
に

汗
で
失
わ
れ
る
水
分
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

特
に
高
齢
者
の
か
た
は
加
齢
に
伴
っ
て
体
の
水

分
量
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
発
汗
で
血
液
が

濃
縮
さ
れ
る
と
、
血
液
粘
度
が
増
し
て
血
管
が

詰
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
入
浴
前
後
に
そ

れ
ぞ
れ
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
の
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

酔
い
覚
め
朝
風
呂
、
注
意
し
て

血
液
粘
度
は
、
就
寝
後
早
朝
未
明
に
か
け
て

高
く
な
り
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
危
険
が
高

ま
り
ま
す
。
ま
た
飲
酒
後
は
血
液
が
濃
縮
さ
れ

る
の
で
、
さ
ら
に
要
注
意
で
す
。
対
策
と
し
て
、

寝
る
前
の
水
分
補
給
が
有
効
で
す
が
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
持
病
が
あ
る
か
た
は
、
起
き
明

け
や
酔
い
覚
め
の
朝
風
呂
は
控
え
る
べ
き
で
す
。

適
切
な
入
浴
習
慣
は
運
動
習
慣
、

食
習
慣
に
も
優
る
と
も
劣
ら
ず

動
脈
硬
化
で
低
下
し
た
血
管
機
能
が
、
60
℃
、

15
分
間
の
低
温
サ
ウ
ナ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
改

善
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な
入

浴
方
法
を
繰
り
返
す
こ
と
で
も
、
血
管
機
能
が

改
善
す
る
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
毎

日
飲
む
水
や
口
に
す
る
食
べ
物
が
血
液
や
筋
肉

と
な
り
、
私
た
ち
の
体
を
作
っ
て
い
る
よ
う
に
、

入
浴
習
慣
も
私
た
ち
の
健
康
を
支
え
る
重
要
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
で
す
。
日
々
の
積
み
重

ね
を
大
切
に
、
安
全
入
浴
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

やさしい医療講座
社会福祉法人たちばな会　重症心身障害児（者）施設　オレンジ学園

リハビリテーション科　飯山準一

M E D I C A L  L E C T U R E

安
全
入
浴
の
た
め
に

温泉医学

の
調
停
に
心
砕
い
た
よ
う
で
す
。
慶け
い

応お
う

四
年
、

官
軍
が
江
戸
城
を
総
攻
撃
す
る
計
画
を
知
っ
た

篤
姫
は
、
官
軍
隊
長
の
西
郷
隆
盛
に
嘆
願
書
を

書
き
送
り
、
つ
い
に
総
攻
撃
を
思
い
留
ま
ら
せ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で

す
。
嘆
願
書
に
は「
一
命
に
か
け
」徳
川
家（
江

戸
城
）
を
守
り
た
い
と
の
意
味
が
こ
め
ら
れ
て

お
り
、
必
死
の
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
解
説
書
に
よ
れ
ば
、
篤
姫
は
鹿

児
島
城
下
の
大だ
い

龍り
ゅ
う

寺じ

の
近
く
に
あ
っ
た
今い
ま

和い
ず
み泉

島
津
家
本
邸
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
今
和
泉
島
津
家
は
、
島
津
氏
の
分
家
と

し
て
主
に
現
指
宿
市
今
和
泉
地
区
を
所
領
と
し

た
の
で
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
和
泉

島
津
家
は
、
島
津
本
家
二
十
二
代
継つ
ぐ

豊と
よ

が
延え
ん

享き
ょ
う

元
年
、
揖い
ぶ

宿す
き

郡
内
に
今
和
泉
郷
を
設
け
、
弟
忠た
だ

郷さ
と

に
支
配
さ
せ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

今
和
泉
島
津
家
は
、
島
津
氏
の
一
門
と
し
て

薩
摩
藩
を
代
表
す
る
家
柄
で
し
た
。「
加
治
木
、

垂
水
、
重
富
、
今
和
泉
の
四
家
を
一
門
家
と
し
、

城
下
の
屋
敷
も
本
、
中な
か

屋
敷
各
一
と
下し
も

屋
敷
二

の
計
四
屋
敷
を
与
え
、
乗
馬
二
疋ひ
き

、
二
男
ま
で

直じ
き

元げ
ん

服ぷ
く

で
藩
最
高
の
家
格
と
し
た
。」（
さ
つ
ま

人
名
の
歴
史
）
と
あ
り
ま
す
。

今
和
泉
家
の
持
ち
高
は
当
初
一
万
六
千
石
、

幕
末
一
万
五
千
石
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

篤
姫
は
今
和
泉
家
十
代
忠た
だ

剛た
け

の
長
女
と
し
て

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

幼
名
は
於お
か
つ一
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
実
は
斉

彬
の
養
女
に
な
っ
て
か
ら
、
も
う
一
度
近
衛
家

の
養
女
に
な
り
そ
の
時
、
敬す
み

子こ

と
名
前
を
改
め

て
江
戸
城
に
入
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
目
の
ド
ラ
マ
で
は
、
忠
剛
の
妻
の
出

産
が
近
い
こ
と
を
知
っ
た
斉
彬
が
、
忠
剛
に
丸

に
十
字
の
紋
の
入
っ
た
お
守
り
を
与
え
る
シ
ー

ン
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
実
際
あ
っ

た
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
家
伝
な
の
か
分
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
当
主
は
藩
主
に
も
な
れ
る

資
格
が
あ
り
、
小
大
名
に
も
匹
敵
す
る
よ
う
な

島
津
一
門
家
な
ら
あ
り
得
た
話
な
の
で
し
ょ
う
。

働
い
て
も
働
い
て
も
飯
が
食
え
な
い
と
百
姓

が
苦
し
ん
で
い
る
様
を
見
て
、
働
か
な
い
自
分

が
ど
う
し
て
ご
飯
を
食
べ
る
資
格
が
あ
る
の
か

と
、
食
事
を
し
な
い
で
い
る
少
女
の
篤
姫
を
母

親
が
諭さ
と

す
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
百
姓
は
田
畑

を
作
り
国
を
豊
か
に
す
る
役
割
が
あ
り
、
武
士

は
そ
れ
を
守
る
役
割
が
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な

説
得
を
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
差
し
出
さ
れ
た
白

米
の
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば
る
篤
姫
で
し
た
。

ま
た
青
年
時
代
の
こ
と
、
藩
の
財
政
改
革
を

過
酷
に
推
し
進
め
る
家
老
の
調ず

所し
ょ

広ひ
ろ

郷さ
と

に
、
今

和
泉
家
は
ま
だ
ま
だ
経
費
節
約
が
手
ぬ
る
い
と

責
め
ら
れ
る
父
の
姿
を
見
た
篤
姫
が
、
調
所
の

所
に
抗
議
に
行
く
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
演
出
の
仕
方
は
、
篤
姫
の
天
性
の

素
質
を
暗
示
し
、
将
来
の
働
き
を
予
測
さ
せ
る

意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
良
家
の
し
っ
か
り
者
の
お
姫
さ
ん
と
い
っ
た

印
象
が
い
た
し
ま
す
。

篤
姫
の
後
年
の
肖
像
写
真
に
は
、
目
を
き
っ

と
見
据
え
、
唇
を
強
く
引
き
締
め
た
様
が
写
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
な
る
ほ
ど
な

と
納
得
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。　

や
が
て
江
戸
城
大
奥
に
入
り
、
幕
末
の
動
乱

に
揺
れ
る
徳
川
家
を
守
り
、
気
丈
に
生
き
抜
い

た
篤
姫
を
、
時
代
を
強
く
生
き
た
一
人
の
女
性

と
し
て
ド
ラ
マ
で
は
描
く
つ
も
り
な
の
で
し
ょ

う
。
ま
だ
ド
ラ
マ
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
こ

れ
か
ら
ど
う
場
面
が
展
開
し
て
い
く
か
が
楽
し

み
で
す
。

ド
ラ
マ
篤
姫
の
放
映
を
好
機
と
し
て
、
鹿
児

島
県
は
も
ち
ろ
ん
県
内
市
町
村
で
も
篤
姫
に
関

連
し
た
施
設
建
設
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
商
品
開

発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
で
は
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
内
に

篤
姫
館
が
で
き
、
指
宿
市
に
も
い
ぶ
す
き
篤
姫

館
が
で
き
ま
し
た
。
焼
酎
や
菓
子
に
も
篤
姫
と

か
天て
ん

璋し
ょ
う

院い
ん

（
落ら
く

飾し
ょ
くし
て
か
ら
の
名
前
）
の
名
称

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
県

内
各
地
で
は
、
篤
姫
に
因
む
史
跡
や
文
化
財
あ

る
い
は
観
光
地
な
ど
の
整
備
、
発
掘
に
力
を
注

ぐ
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

霧
島
市
に
お
い
て
は
、
直
接
篤
姫
に
関
係
し

た
史
跡
な
ど
は
無
い
よ
う
で
す
が
、
あ
の
時
代

を
共
に
生
き
た
坂
本
竜
馬
あ
る
い
は
小こ

松ま
つ

帯た
て

刀わ
き

、

西
郷
隆
盛
な
ど
が
日
当
山
温
泉
と
か
霧
島
の
温

泉
に
訪
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
際
関
連
付
け

て
ど
ん
ど
ん
そ
の
こ
と
を
紹
介
宣
伝
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
。

坂
本
竜
馬
夫
妻
が
新
婚
旅
行
で
歩
い
た
コ
ー

ス
を
た
ど
る｢

竜
馬
ハ
ネ
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
in

霧
島｣

が
、
従
来
は
牧
園
地
区
で
開
か
れ
て
い

た
の
を
、
十
二
回
目
の
今
年
は
旧
隼
人
、
霧
島

町
に
も
範
囲
を
広
げ
て
、
来
た
る
三
月
十
五
、

十
六
日
に
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

篤
姫
効
果
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
も
プ
ラ

ス
の
作
用
が
あ
れ
ば
よ
い
が
と
思
う
と
こ
ろ
で

す
。

　

文
責
＝
藤

平
成
二
十
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
新
年

早
々
鹿
児
島
県
で
人
々
の
関
心
の
的
に
な
っ
た

の
は
、
何
と
い
っ
て
も｢

篤
姫｣

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ｢

篤
姫｣

が

一
月
六
日
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ

た
か
た
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も

昨
年
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
前
宣
伝
を
盛
ん
に
流
し
て

い
ま
し
た
か
ら
、
話
題
作
り
は
早
く
に
出
来
て

い
た
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

｢

篤
姫｣

、こ
の
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
人
は
、

ど
ん
な
経
歴
を
持
っ
た
人
物
で
、
な
ぜ
ド
ラ
マ

の
主
人
公
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

篤
姫
関
連
の
解
説
書
に
よ
れ
ば
、
篤
姫
は
激

動
す
る
幕
末
、
時
の
薩
摩
藩
主
島
津
斉な
り

彬あ
き
らの

養

女
と
な
り
、
後
に
は
第
十
三
代
将
軍
徳
川
家い
え

定さ
だ

の
正
室
と
し
て
江
戸
城
大
奥
に
入
っ
た
人
物
だ

そ
う
で
す
。
徳
川
家
に
嫁
い
だ
後
、
篤
姫
は
大

奥
を
預
か
る
責
任
者
と
し
て
奥
向
き
を
取
り
し

き
り
、
幕
末
、
明
治
維
新
の
混
乱
を
乗
り
越
え

て
、
徳
川
家
の
維
持
存
続
を
図
り
ま
し
た
。

折
り
か
ら
自
分
の
ふ
る
さ
と
薩
摩
を
は
じ
め

と
す
る
討
幕
運
動
が
高
ま
る
中
、
幕
府
と
薩
摩

あ
つ
ひ
め

突然死が発生した
状況の内訳

睡眠中 35％

入浴中
15％

その他
27％

スポーツ中
　　　1％
家事中 3％
歩行中 3％
排便中 4％
労働中 5％
休憩中 7％

① 脱衣所、浴室、浴槽内と温度差が大きく、体に負
担を与える。

② 高温浴（42℃以上）では血圧は上昇し、血小板は
固まりやすくなる。

③ 入浴回数が増えるとさまざまな湯あたり症状が出
現しやすい。

④発汗により血液が濃縮され血液粘度が上昇する。
⑤１人での入浴は、周囲の人が異変に気付きにくい。

入浴に潜む危険性
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K irishima Information

道
部
牧
園
支
所
業
務
グ
ル
ー
プ
☎

（
76
）１
１
１
１（
内
線
５
５
１
３
）

「
假か

り

屋や

崎ざ
き

省し
ょ
う

吾ご

」フ
ラ
ワ
ー

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
＆

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

華
道
家
の
假
屋
崎
省
吾
の
生
け
花

を
通
じ
た
舞
台
芸
術
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
３
月
８
日（
土
）午
後
１
時

30
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演

◦
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◦�

料
金
＝
（
全
席
自
由
席
）
一
般
２
、

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
、０

０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

◦�

チ
ケ
ッ
ト
発
売
所
＝
市
役
所
１
階

売
店
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
（
Ｌ

コ
ー
ド
８
９
８
１
３
）、
き
り
し
ま

国
分
山
形
屋
、
市
内
郵
便
局
、
コ
ー

プ
か
ご
し
ま
国
分
店
・
姶
良
店

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課
芸

術
文
化
係
☎（
42
）１
１
１
９

ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

◦�

日
時
＝
３
月
１
日（
土
）午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分

◦�

場
所
＝
溝
辺
公
民
館
（
み
そ
め

館
）、
溝
辺
体
育
館

◦�

内
容
＝
学
習
成
果
の
発
表
（
舞
台
、

展
示
）
お
よ
び
講
演
会

●
講
演
会

◦
時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

◦�

場
所
＝
溝
辺
公
民
館（
み
そ
め
館
）

◦�

講
師
＝
錣し

こ
ろ

山や
ま

親
方（
元
関
脇
寺
尾
）

◦�

演
題
＝「
土
俵
の
鉄
人
～
母
に
も

ら
っ
た
土
俵
人
生
」

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習
課
学

習
情
報
係
☎（
42
）１
１
１
８

無
事
故
無
違
反
１
８
０
日

コ
ン
テ
ス
ト
副
賞
抽
選
会

霧
島
市
無
事
故
無
違
反
１
８
０
日

コ
ン
テ
ス
ト
の
期
間
が
終
了
し
ま
し

た
。
無
事
故
無
違
反
を
達
成
し
た

チ
ー
ム
の
中
か
ら
１
２
８
チ
ー
ム
に

商
品
券
、
物
産
品
券
な
ど
が
当
た
る

抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時
＝
２
月
20
日（
水
）午
後
２
時

30
分
～
３
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

複
合
棟
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課
☎

（
64
）０
９
９
７

隼
人
塚
踏
切
が

新
し
く
な
り
ま
す

県
で
は
、
県
道
北
永
野
田
小
浜
線

の
隼
人
町
見
次
「
隼
人
塚
踏
切
」
を

改
良
中
で
す
が
、
新
し
い
踏
切
に
切

り
替
え
を
行
い
、
２
月
15
日
（
金
）

午
前
５
時
か
ら
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
旧
隼
人
塚
踏
切
は

通
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
案
内
板
に

従
っ
て
通
行
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
県
道
工
事
は
３
月

末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
伊
佐
地
域

振
興
局
土
木
建
築
課
道
路
建
設
第

２
係
☎
（
63
）
８
３
６
１

２
月
の
納
期

今
月
は
固
定
資
産
税
４
期
、
国
民

健
康
保
険
税
８
期
、介
護
保
険
料（
普

通
徴
収
）
８
期
の
納
付
月
で
す
。
納

期
限
は
２
月
29
日
（
金
）
で
す
。
口

座
振
替
の
振
替
日
は
２
月
25
日（
月
）

で
す
。
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※�

市
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
☎（
64
）

０
８
９
２

◦
指
定
管
理
者
＝
福
地
建
設
㈱

◦�

指
定
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

～
平
成
22
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

◦�

施
設
担
当
課
＝
教
育
委
員
会
牧
園

出
張
所
☎（
76
）１
１
１
１

※�

選
定
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
行
政
改
革
推
進

課
☎（
64
）０
９
５
２

水
道
の
使
用
に
伴
う

引
越
し
の
連
絡
は
お
早
め
に

●
水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
場
合

郵
便
受
け
な
ど
に
入
っ
て
い
る

「
水
道
部
か
ら
の
お
願
い
」
を
読
み
、

お
客
さ
ま
番
号
・
名
前
な
ど
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
水
道
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合

前
も
っ
て
使
用
中
止
日
を
連
絡
し
、

料
金
の
精
算
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
引
越
当
日
の
精
算
の
申
し
出
は

ご
希
望
の
時
間
帯
に
伺
え
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
と
使
用
中

と
み
な
さ
れ
、
基
本
料
金
を
お
支
払

い
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

い
ず
れ
も
井
戸
や
集
落
水
道
の
使

用
、
水
道
料
が
家
賃
に
含
ま
れ
る

場
合
を
除
き
ま
す
。

◎�

連
絡
先
＝
【
国
分
・
隼
人
・
福
山
・

溝
辺
地
区
】
水
道
部
管
理
課
業

務
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）３
５
０
０

【
霧
島
・
牧
園
・
横
川
地
区
】
水

お
知
ら
せ

霧
島
市
道
義
高
揚
・

豊
か
な
心
推
進
大
会

◦�

日
時
＝
２
月
16
日（
土
）午
後
１
時

30
分
～
４
時
35
分

◦
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◦
内
容
＝

・
開
会
行
事

・�

表
彰
（
善
行
表
彰
、
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰
、
霧
島

市
市
歌
採
用
作
品
表
彰
）

・
霧
島
市
市
歌
発
表

・�

事
例
発
表（
市
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
活
動
状
況
な
ど
）

・�

記
念
講
演
会
【
演
題
＝
音
楽
で
こ

の
地
球
を
守
り
た
い
、
講
演
者
＝

庄
野
真
代
氏（
歌
手
・
タ
レ
ン
ト
）】

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
市
民
運

動
推
進
室（
道
義
高
揚
・
豊
か
な

心
推
進
協
議
会
事
務
局
）☎（
64
）

０
９
１
５

牧
園
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入

こ
の
制
度
は
「
公
の
施
設
」
の
管

理
運
営
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
経
費
の
節
減
を
目
指
す
も
の
で

す
。

◦�

施
設
名
＝
牧
園
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

霧
島
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

検
証
大
会

霧
島
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
選

挙
公
約
）
の
進
捗ち

ょ
く

状
況
の
報
告
、
霧

島
市
ま
ち
づ
く
り
青
年
協
議
会
の
検

証
大
会
実
行
委
員
会
に
よ
る
検
証
報

告
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◦�

日
時
＝
２
月
22
日（
金
）午
後
６
時

～
８
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
青
年
会
議

所
☎（
47
）３
７
７
３

陸
上
自
衛
隊

第　
普
通
科
連
隊

「
第
６
回
定
期
演
奏
会
」

◦�

日
時
＝
３
月
２
日（
日
）午
後
１
時

開
場
、
午
後
２
時
開
演

◦
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◦�

入
場
料
＝
無
料（
整
理
券
が
必
要
）

※�

整
理
券
は
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
総
合
案
内
、
隼
人
庁
舎
、

各
総
合
支
所
、
国
分
駐
屯
地
広
報

室
で
発
行
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
陸
上
自
衛
隊
国

分
駐
屯
地
第
12
普
通
科
連
隊
広
報

室
☎（
46
）０
３
５
０

部
落
解
放

第
３
回
霧
島
市
研
究
集
会

◦�

日
時
＝
２
月
23
日（
土
）午
後
１
時

～
４
時
30
分

◦�

参
加
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
子
ど

も
２
０
０
円
、会
員
１
０
０
円（
保

険
料
込
み
）

◦
申
込
締
切
＝
２
月
15
日（
金
）

※�

当
日
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
高

校
生
以
上
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●�

会
員
お
よ
び
指
導
者
、
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
も
随
時
募
集
中
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
舞

鶴
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎・
℻（
46
）

８
３
１
１

起
業
化
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

◦�

日
時
＝
２
月
15
日（
金
）午
後
１
時

～
４
時
20
分

◦�

場
所
＝
県
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
大

研
修
室

◦�

内
容
＝
講
演【
加
藤
ま
き
子
氏（
ブ

レ
ー
ン
・
パ
ワ
ー
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）、
濵
田
雄
一
郎
氏
（
濵
田

酒
造
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）】

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
㈶
か
ご
し
ま
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
上
野
原
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ザ
☎（
45
）３
５
１
１

相　

談

無
料
税
務
相
談
会

◦�

日
時
＝
２
月
17
日（
日
）午
前
10
時

～
午
後
４
時　
〈
相
談
無
料
〉

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

１
階
ロ
ビ
ー（
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
南
九
州
税
理
士

会
☎（
66
）４
１
３
１

◦�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

◦�

内
容
＝
講
演
、
人
権
劇
、
作
品
展

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
☎（
42
）０
５
５
８
、
市

民
課
人
権
擁
護
推
進
係
☎（
64
）

０
９
０
１募　

集

霧
島
市
男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
を
推
進
す
る
た
め
男
女
共
同
参
画

推
進
懇
話
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
委
員
の

一
部
を
公
募
し
ま
す
。

◦
公
募
す
る
人
数
＝
３
人

◦
募
集
の
対
象
者
＝

・�

市
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上

（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）
の

か
た

・�

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加
で

で
き
る
か
た
（
年
６
回
程
度
）

◦�

任
務
＝
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調

査
お
よ
び
研
究
な
ら
び
に
協
議
し
、

市
長
に
提
言
す
る
。

◦
任
期
＝
２
年

◦�

応
募
方
法
＝
氏
名
、
住
所
、
性
別
、

年
齢
を
明
記
し
た
書
類
（
様
式
自

由
）
お
よ
び
「
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
（
様
式
自

由
、
８
０
０
字
程
度
）
を
企
画
政

策
課
に
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

応
募
期
間
＝
２
月
５
日（
火
）～
３

月
４
日（
火
）【
必
着
】

◦�

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
の
上
、
結

果
を
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

委
員
に
決
定
し
た
か
た
は
氏
名
お

よ
び
居
住
地
区
を
公
表
し
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政

策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
９
１
４
、℻（
47
）２

５
２
２
、メ
ー
ルkikaku@

city-
kirishim

a.jp

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
＆

再
就
職
プ
ラ
ン
づ
く
り

◦�

日
時
＝
２
月
19
日（
火
）午
後
１
時

～
４
時
30
分
、
20
日（
水
）午
後
１

時
～
３
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

公
民
館
３
階
〈
受
講
無
料
〉

◦�

対
象
者
＝
再
就
職
を
希
望
し
、
内

容
に
興
味
の
あ
る
か
た
、
再
就
職

の
プ
ラ
ン
作
成
を
希
望
の
か
た

◦
定
員
＝
先
着
20
人

◦
託
児
＝
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

◦�

内
容
＝
講
演
【
諏
訪
園
厚
子
氏

（
セ
ン
ト
ラ
ル
イ
ン
国
分
代
表
取

締
役
）、
岩
元
一
哲
氏
（
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）】
な
ど

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政

策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
９
１
４

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ふ
れ
あ
い

日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
中
国
の
「
茶
」

文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
国
際
交
流
員

と
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時
＝
３
月
８
日（
土
）午
前
10
時

～
11
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

公
民
館
調
理
講
義
室

◦
定
員
＝
20
人

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦�

参
加
費
＝
２
５
０
円
程
度
（
お
茶
、

ク
ッ
キ
ー
代
）

◦
申
込
期
限
＝
２
月
22
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４

「
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
よ
う
」

参
加
者
募
集

塚
脇
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
そ
ば
打
ち
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
２
月
17
日（
日
）午
前
９
時

～　
〈
事
前
予
約
が
必
要
〉

◦
場
所
＝
塚
脇
公
民
館

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
塚
脇
小

学
校
☎（
48
）２
２
１
１

国
分
舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
第
２
回
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

水
中
運
動
会
」

◦�

日
時
＝
３
月
２
日（
日
）午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

◦
場
所
＝
霧
島
市
国
分
総
合
プ
ー
ル

隼人工業
高校

隼人塚
公園

至JR
隼人駅

JR
日豊本線 見次交差点

旧 隼人塚踏切
新 隼人塚踏切
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
違
っ
て
き
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

ま
も
な
く
15
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま

す
。
15
歳
を
機
に
自
分
自
身
を
見
直

し
難
に
も
ぶ
ち
当
た
っ
て
い
け
る
よ

う
な
強
い
精
神
力
の
持
ち
主
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
親
で
す
。
親
自
身

も
そ
う
導
け
る
見
本
と
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。（
き
ん
か
ん

42
歳
女
性
）

●

「
親
に
な
っ
て
、
初
め
て
分
か
る
。

子
育
て
は
難
し
い
」
と
年
長
者
か
ら

聞
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、
年
齢

を
重
ね
る
と
実
感
す
る
も
の
で
す
ね
。

時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
化
す
る
社

会
を
子
ど
も
た
ち
が
生
き
抜
い
て
い

く
た
め
に
も
親
が
お
手
本
と
な
っ
て

導
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

生
け
花
を
始
め
て
長
い
年
月
が

た
ち
ま
す
が
、
最
初
は
水
盤

に
型
ど
お
り
の
花
を
先
生
の
言
わ
れ

る
ま
ま
に
生
け
て
い
ま
し
た
。
40
代

に
な
り
花
セ
ラ
ピ
ー
（
療
法
）
を
知

り
、
花
で
人
の
心
が
癒い
や

さ
れ
る
こ
と
、

自
分
が
一
番
癒
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

少
し
の
時
間
で
い
い
で
す
。
花
を
見

つ
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
花
と
お

話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、

声
な
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
気
が
し

ま
す
よ
。（
Ｍ
Ｏ
Ａ
50
歳
女
性
）

●

皆
さ
ん
何
か
と
せ
わ
し
い
毎
日
だ

と
思
い
ま
す
が
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
、
花
と
ふ
れ
あ
う
と
花
か
ら
癒
し

を
も
ら
え
る
よ
う
で
す
ね
。
こ
ん
な

時
間
も
必
要
で
す
し
、
大
切
に
し
た

い
で
す
ね
。

月
１
回
通
院
の
た
め
鹿
児
島
に

通
っ
て
い
ま
す
。
国
分
駅
裏

の
駐
車
場
に
自
家
用
車
を
入
れ
る
と

係
り
の
か
た
が
来
て
30
分
以
内
だ
と

言
わ
れ
、
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
市
の

駐
車
場
は
７
時
30
分
で
な
い
と
開
か

な
い
し
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
加
治
木

駅
で
は
駅
舎
横
に
「
出
張･

旅
行
の

方
は
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。
無
料
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
有
料
で
も
よ

い
の
で
、
安
心
し
て
駐
車
で
き
る
場

所
を
造
っ
て
も
ら
え
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。（
Ｍ
・
Ｔ
81
歳
女
性
）

●

Ｊ
Ｒ
国
分
駅
前
広
場
の
駐
車
場
は
、

特
定
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
に
よ
る
長

時
間
の
独
占
や
不
法
放
置
車
両
な
ど

を
防
止
す
る
た
め
、
駅
を
ご
利
用
に

な
る
か
た
が
い
つ
で
も
ど
な
た
で
も

公
平
に
使
用
で
き
る
よ
う
乗
降
者
の

送
迎
者
用
駐
車
場
と
し
て
設
置
し
て

い
ま
す
。
東
西
広
場
と
も
駐
車
時
間

を
30
分
以
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
加
治
木
駅
で
は
送
迎
者
用

の
短
時
間
（
30
分
以
内
）
駐
車
場
、

有
料
の
月
極ぎ
め

駐
車
場
、
加
治
木
駅
で

切
符
を
購
入
し
た
旅
行
・
出
張
者（
県

外
行
き
の
み
に
限
る
）
へ
の
無
料
駐

車
場
4
台
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
状
と
し
て
月
極
駐
車
場
は
申
し
込

み
者
が
多
く
不
足
状
態
で
あ
り
、
旅

行
者
用
の
無
料
駐
車
場
は
需
要
が
多

く
常
に
満
車
、
送
迎
者
用
の
駐
車
場

は
駐
車
時
間
を
30
分
以
内
と
し
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
時
間
駐
車

を
し
て
い
る
不
法
駐
車
車
両
が
後
を

絶
た
な
い
た
め
、
利
用
者
か
ら
加
治

木
駅
や
町
役
場
へ
多
く
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
国

分
駅
は
加
治
木
駅
と
比
較
し
ま
す
と
、

旅
行
・
出
張
者
に
対
す
る
駐
車
場
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
霧
島
市
と

し
て
も
Ｊ
Ｒ
に
対
し
旅
行
者
用
の
駐

車
場
の
確
保
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

駅
に
近
い
駐
車
場
と
し
て
霧
島
警
察

署
裏
に
市
営
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、

設
置
目
的
が
主
に
市
役
所
利
用
者
の

た
め
の
駐
車
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
が
市
役
所
の
開
庁
時
間
に

あ
わ
せ
た
朝
８
時
か
ら
夜
９
時
20
分

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

朝
７
時
半
以
前
に
開
け
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
８
通
の
お
便
り
が

あ
り
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
抽
選

で
５
人
の
か
た
に
配
送
し
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

生
ゴ
ミ
も
「
立
派
な
資
源
」
だ

と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
世

の
中
も
変
わ
っ
て
き
て
無
駄
を
な
く

し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
の

残
り
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
ゴ

ミ
も
「
資
源
」
だ
と
認
識
し
て
い
た

だ
き
、
有
効
な
堆た
い

肥ひ

に
し
て
い
た
だ

き
た
く
願
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
生
ゴ

ミ
を
堆
肥
に
し
て
、
地
元
の
人
が
野

菜
を
作
り
、
地
元
の
人
が
食
す
い
い

巡
回
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
と

も
そ
う
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。（
あ

た
し
ん
ち
の
母
53
歳
女
性
）

●

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
生
ゴ
ミ
も
立

派
な
資
源
で
あ
り
、
循
環
型
社
会
を

形
成
し
て
い
く
上
で
、
生
ゴ
ミ
の
堆

肥
化
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
も

今
後
研
究
を
進
め
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
方
針
で
す
。

子
ど
も
が
で
き
て
公
園
に
よ
く

行
く
よ
う
に
な
り
、
思
っ
た

こ
と
は
公
園
に
木
が
な
い
の
で
陰
が

あ
り
ま
せ
ん
。
夏
は
ど
う
し
て
も
公

園
を
避
け
て
遊
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
木
の
あ
る
公
園
が
も
う
少

し
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
市
役
所
内
に
小
さ
な
子
ど
も

が
遊
べ
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。（
ち
い
31
歳
女
性
）

●

都
市
整
備
課
公
園
係
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。
時
期
を
見
て
公
園
内
の
植

え
替
え
や
植
栽
を
し
て
い
ま
す
。
公

園
の
日
常
利
用
に
お
け
る
休
憩
時
公

園
内
の
木
陰
や
ベ
ン
チ
が
不
足
し
て

お
り
、
利
用
者
に
不
便
を
お
か
け
し

て
い
る
箇
所
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今

後
、
地
域
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
国
分
庁
舎
）内
の
図
書
館
、メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
幼
児
向

け
の
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ビ
デ
オ
の

鑑
賞
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

国
分
に
居
住
し
3
年
。
世
の
中
、

独
居
高
齢
者
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
１
人
暮
ら
し
は
年
を
取
る
ご

と
に
寂
し
く
な
り
ま
す
。
年
に
何
回

か
高
齢
者
の
つ
ど
い（
パ
ー
テ
ィ
ー
）

を
は
じ
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
ま
た
、
65
歳
以
上
の
初
心
者
向

け
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
実
施
で
き
ま
せ

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

ん
で
し
ょ
う
か
。（
歌
好
き
な
し
お

り
65
歳
女
性
）

●

１
人
暮
ら
し
の
か
た
の
楽
し
み
の

一
つ
と
し
て
、
現
在
、
霧
島
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
霧
島
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者

の
つ
ど
い
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
分
、
福
山
、
溝
辺
地
区
で
、
毎
年

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実
施
し
て

い
ま
す
。「
霧
島
市
社
協
だ
よ
り（
各

戸
配
布
）」
に
掲
載
し
て
幅
広
く
参

加
者
を
募
る
予
定
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
に
つ
い
て
は
、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
20
年
度

か
ら
60
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
講
座
を
新
た
に
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。毎

月
広
報
き
り
し
ま
が
配
布
さ

れ
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
１
人
で
す
。
広
報
や
お
知
ら
せ
版

か
ら
の
募
集
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

先
月
号
で
は
「
幕
末
の
薩
摩
を
訪
ね

て
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
抽
選
の

決
定
通
知
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
篤あ
つ

姫ひ
め

」
の
ゆ

か
り
の
地
、
霧
島
・
指
宿
の
今い
ま

和い
ず
み泉

へ
と
足
を
運
び
ま
し
た
。
自
分
も
幕

末
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
に
感
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
か
た
の
熱
心
な
説
明
に
聞
き

入
っ
た
こ
と
で
し
た
。
本
当
に
楽
し

い
１
日
で
し
た
。
今
後
も
で
き
る
か

ぎ
り
応
募
し
参
加
し
た
い
で
す
。（
明

華
60
歳
女
性
）

●

「
篤
姫
」
ゆ
か
り
の
霧
島
市
の
史

跡
な
ど
紹
介
す
る
講
演
会
「
幕
末
の

薩
摩
を
訪
ね
て
」
で
、
新
た
な
霧
島

市
を
発
見
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
後
も
広
報
誌
を
通
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
高
校
受
験
が
目
前
に

迫
っ
て
い
ま
す
。
受
験
生
と

い
え
ば
、
家
族
全
員
緊
張
に
包
ま
れ

て
…
と
い
う
感
じ
で
す
が
、
我
が
家

の
場
合
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
の
は
親

だ
け
で
当
の
本
人
は
ゲ
ー
ム
を
し
、

遊
び
に
行
き
暢の
ん

気き

な
こ
と
。
一
番
下

だ
か
ら
？
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

現
実
逃
避
っ
て
や
つ
で
す
よ
ね
。
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
自
分
の
苦
手
な
こ
と

に
な
る
と
腹
が
痛
く
な
っ
た
り
し
て

難
を
逃
れ
て
き
た
子
で
す
。
こ
れ
で

は
い
け
な
い
と
思
い
、
い
ろ
い
ろ
な

場
に
連
れ
て
行
き
一
つ
の
こ
と
を
継

続
さ
せ
よ
う
と
親
と
し
て
は
努
力
し

て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、

子
育
て
は
難
し
い
で
す
。
今
の
親
子

間
の
事
件
を
み
る
と
本
当
に
何
か
が
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こ
れ
か
ら
の
自
治
体
経
営

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

地
域
社
会
の
共
通
価
値（
公
共
）

を
実
現
し
て
い
く
の
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
て
も
い
い
と
い
う
考
え

が
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
今
の
市

民
活
動
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
自
主
的

で
公
益
的
な
活
動
が
大
き
く
展
開

し
て
お
り
、
市
民
は
地
域
社
会
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
心

の
豊
か
さ
、
人
と
人
と
の
触
れ
合

い
、
そ
し
て
自
己
実
現
や
生
き
が

い
を
求
め
て
、
地
域
・
福
祉
・
環

境
・
教
育
・
国
際
交
流
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
と
し
て
認
め
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
や
地
方
自
治
体
で
の
条
例

づ
く
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ

れ
ら
の
公
益
的
な
活
動
を
積
極
的

に
評
価
し
、
支
援
す
る
環
境
を
整

え
よ
う
と
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

今
日
、
お
の
お
の
が
そ
の
特
性

に
基
づ
き
、
互
い
に
対
等
の
立

場
に
立
っ
て
連
携
し
、
創
造
的

な
結
果
を
産
み
出
し
て
い
く
こ
と

を
「
協
働
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
連
の
動
き
は
霧
島

市
で
も
す
で
に
始
動
し
て
お
り
、

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
う
豊
か
な
可
能
性
を
模
索
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
一
つ
に
寄

付
条
例
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
自
治
体
が
提
示
し
た
複
数
の
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
寄
付
を
す
る

側
が
好
き
な
事
業
を
選
ん
で
寄
付

を
す
る
と
い
う
も
の
で
、
市
民
参

加
で
取
り
組
め
る
と
考
え
て
お
り
、

た
だ
今
、
勉
強
中
で
す
。

自
宅
に
は
車
が
な
く
、
買
い
物
を
す

る
に
も
自
転
車
、
バ
ス
、
電
車
の
乗

り
継
ぎ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不

便
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
育
っ
た
私

は
都
会
で
の
生
活
に
憧
あ
こ
が

れ
高
校
卒
業

後
、
鹿
児
島
を
出
て
神
奈
川
県
に
あ

る
電
機
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
就
職
先
に
は
鹿
児
島
出
身

そ
れ
も
隼
人
町
の
先
輩
が
多
く
、
仕

事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
力
に
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
神

奈
川
県
で
暮
ら
し
て
い
て
も
尊
敬
す

る
偉
人
は
西
郷
隆
盛
で
好
き
な
歌
手

は
長
渕
剛
、
好
き
に
な
っ
た
女
性
も

鹿
児
島
出
身
者
と
つ
く
づ
く
鹿
児
島

に
縁
が
あ
り
、
や
っ
ぱ
り
鹿
児
島
が

好
き
な
の
か
な
っ
て
思
う
次
第
で
し

た
。月

日
は
流
れ
、
故ふ
る
さ
と郷
に
帰
ろ
う
と

思
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
平
成

５
年
８
月
１
日
に
起
こ
っ
た
水
害
で

し
た
。
ち
ょ
う
ど
休
日
で
テ
レ
ビ
を

見
て
い
る
と
水
害
の
情
報
が
放
送
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
見
覚
え
の
あ
る
穏

や
か
な
天
降
川
が
増
水
し
、
通
い
な

れ
た
日
当
山
橋
が
崩
壊
し
て
い
く
様

子
で
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
た
と
き

遠
く
離
れ
た
地
に
い
た
私
は
家
族
や

友
人
の
こ
と
を
想お
も

い
ま
し
た
が
、
何

も
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
た
だ

〈随ずいそう想〉

無
事
を
祈
る
ば
か
り
で
し
た
。
こ
の

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
都
会
で
の
便

利
な
生
活
や
仕
事
よ
り
も
、
生
ま
れ

育
っ
た
霧
島
の
地
で
家
族
や
友
人
た

ち
と
、
共
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
鹿
児
島
に
帰
っ
て
き

て
も
う
14
年
が
た
ち
、
気
が
付
け
ば

今
年
で
41
歳
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
分
で
は
、
40
歳
と
い
う
自
覚

は
ま
っ
た
く
な
く
、
お
じ
さ
ん
と
呼

ば
れ
た
く
な
い
た
め
め
い
っ
子
、
お

い
っ
子
に
は
お
兄
さ
ん
と
呼
ば
せ
て

い
ま
す
。
無
理
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
…
。
し
か
し
、
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
行
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
隼
人
町
の
伝
統
行
事
で
あ
る

初
午
祭
に
日
当
山
中
学
校
卒
業
生
で

厄
払
い
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
す
。

初
午
祭
と
い
え
ば
、
４
５
０
年
以
上

の
歴
史
の
あ
る
行
事
で
国
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
行
事
で
す
。
そ
し
て

今
回
、
昭
和
58
年
日
当
山
中
学
校
卒

業
生
で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

幹
事
と
し
て
昨
年
の
６
月
か
ら
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

準
備
を
進
め
る
に
当
た
り
、
卒
業

生
の
９
割
以
上
の
所
在
を
つ
か
み
連

絡
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の

卒
業
生
が
初
午
祭
に
参
加
す
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
県
外
で
生
活
し
て
い
る
卒

業
生
も
費
用
が
た
く
さ
ん
か
か
る
中
、

初
午
祭
に
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
い
う

声
を
多
く
聞
き
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
し
、
こ
こ
ま
で
浸
透
し
て
い

る
と
は
正
直
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
が
た
に

相
談
や
お
願
い
に
伺
っ
て
も
快
く
引

き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
改
め
て
霧
島

市
を
挙
げ
て
の
行
事
だ
と
い
う
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

初
午
祭
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
す
が
、

参
加
者
全
員
が
け
が
な
く
楽
し
ん
で

無
事
厄
払
い
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
先
何
十
年

何
百
年
と
こ
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
と

伝
統
を
守
り
通
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

Profile

かめつぼ仕込製法のアミノ酸を豊富に含んだもろみ黒酢にビタミンＣたっぷ
りのアセロラをブレンドした「薩摩あまんアセロラくろず」は、多くのかたにご
愛用いただいています。沖縄産の島とうがらしとブレンドした「島とうがらし
黒酢」とセットでプレゼントします。うどんや鍋ものなどにスパイスとしてお使
いください。

◎問い合わせ先＝あまん 薩摩黒酢屋  フリーダイヤル0120-033-962

あまん 薩摩黒酢屋のアセロラ
くろずをプレゼントします

しもがみ てつや（41）／昭
和42年牧園町生まれ。高校
卒業後、三菱電機大船製作所
に入社しシステムエンジニア
として９年間勤務後、現在か
ごしま空港ホテルに勤務。日
当山中昭和58年卒厄払実行
委員会実行委員長

今回取材した冨永さんに話を聞くと驚くことばかりでした。年齢74
歳。しかも一人で牛の世話や野菜づくりなどに励んでいます。トラ

クターにも自分で乗ってしまう。「昔からしてきたことだから慣れているの
よ」と笑って話す冨永さんのこれまでを思うと、自分にはまねできないと
頭が下がる思いでした。これからもずっと元気でがんばってほしい（あ）

いよいよ霧島市でもスポーツキャンプが始まります。昨年初めてラグ
ビーとサッカー、ソフトボールのキャンプを見に行きました。キャン

プの楽しみは、テレビで見る有名な選手の迫力あるプレーが間近で見ら
れることとテレビでは見ることのない貴重な練習風景など。特に今年は
オリンピックの年。目の前で見た選手がオリンピックで活躍するかも（み）

今回取材した栄之尾温泉には、薩摩藩家老小
こ

松
まつ

帯
たて

刀
わき

が妻と子どもを
連れて訪れていたそうです。霧島いわさきホテルの場所までは今の

鹿児島市から来ると相当な距離。それでも来ていたわけですからとてもい
い温泉だということがわかります。寒い日が続く2月。市内にはまだまだ
温泉がいっぱい、いつもとは違った温泉に入ってみてはいかがですか（た）

◎人口／128,384人（＋77）
男性／ 61,986人（＋68）
女性／ 66,398人（＋ 9）
出生 100人／死亡 89人
転入 338人／転出 275人
◎世帯数／56,675世帯（＋25）

（平成20年1月1日現在）

市　章
霧島連山と「Ｋ」がモチーフ。
上から「花は霧島」の花と夢と元気と霧
島連山。
みどりで山 と々豊かな平野部。
紺で水清き天降川。
下の紺で波静かな錦江湾。
全体に躍動感をつけて雄大な自然と市
民が融合し世界へ躍進する霧島市を表
現しています。

2PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S◎今月の表紙

人
里
離
れ
、
静
寂
に
包
ま
れ
た
岩
堂
観
音
。
天
降
川

上
流
奥
深
く
入
っ
た
渓
谷
沿
い
。
細
い
行
き
止
ま
り

の
小
さ
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
か
ら
徒
歩
２
～
３
分
の
下
り

坂
。
南
北
朝
時
代（
１
３
３
５
年
）、
岩
肌
に
掘
り
込
ん

だ
県
指
定
文
化
財
の
磨
崖
仏（
高
さ
１
・
４
ｍ
、
幅
３
・

５
ｍ
）が
現
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
奥
に
は
子
宝
に
恵

ま
れ
る
と
い
わ
れ
る
子こ

の

み

や

産
恵
の
宮
神
社
が
あ
り
ま
す
。

1月14日　午後３時
横川町下ノ赤水（岩堂観音）

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ17～ 85㎜F3.5 ～
5.6　1/8S　Ｆ5.6　ＩＳＯ1600

【日当山中昭和58年卒厄払いのメンバー】
2月24日（日）の初午祭に向けて焼酎を入れるとっ
くりや振舞い酒を乗せる台車を作りました。

春を告げるはやとの風
◎下神 哲也

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

今
、
自
宅
の
あ
る
牧
園
町
で
天
降

川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
と
山
水
の
流
れ

る
音
そ
し
て
好
き
な
音
楽
を
聞
き
な

が
ら
書
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
山
、

川
、
温
泉
な
ど
自
然
に
囲
ま
れ
た
環

境
を
恵
ま
れ
た
環
境
と
思
う
人
も
い

れ
ば
い
や
だ
と
思
う
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
私
も
学
生
の

こ
ろ
は
学
校
ま
で
は
約
８
㌔
も
あ
り
、

お便りをくださったかたの中から

広報きりしま  2627  Kirishima City Public Relations, 2008.2, Japan


